
令和6年
3月定例会

No.78みのぶ
あなたと町政を結ぶあなたと町政を結ぶ

議会だより

身延中学校新校舎内覧会の様子（Ｒ6.3.22）



遠
藤
公久
議員

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
観
光

業
の
復
活
支
援
。
こ
れ
ま
で

以
上
の
議
員
活
動
の
見
え
る

化
、
開
か
れ
た
議
会
実
現
へ

令
和
６
年
度
当
初
予
算
を
読
み
解
く

観
光
立
町
再
興

議
会
議
員
の
見
え
る
化

指
定
管
理
者
に
よ
る
公
の
12

の
施
設
の
健
全
な
管
理
運
営

が
町
や
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
注
視
し
て
い
く

最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減

少
対
策
は
、
優
先
順
位
を
付

け
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る

歳
出
改
革
は
公
共
施
設
の
集
約
化
か
ら

和
紙
の
里
道
の
駅
化
総
事
業

費
約
８
億
４
千
万
円
に
反

対
。
既
存
施
設
の
集
約
複
合

化
で
新
観
光
資
源
化
に

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
、自
然
や
文
化
と
人
々

が
個
性
を
も
っ
て
共
生
し

過
疎
問
題
を
解
決
し
た
い

議
員
13
人
が
取
り
組
む
課
題
と
未
来

人
口
減
少
に
よ
る
歳
入
減
は

不
可
避
だ
。
民
間
活
力
導
入

や
統
廃
合
に
よ
る
経
費
の
削

減
が
早
急
に
求
め
ら
れ
る

議
長
は
こ
う
視
る

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

町
民
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
た
め
に
福
祉
に
力

を
入
れ
て
取
り
組
み
た
い

ウ
エ
ダ
の
視
点

移
住
・
定
住
者
の
支
援
、
新

た
な
宅
地
分
譲
地
の
促
進
と
、

若
い
夫
婦
向
け
の
低
価
格
町

営
住
宅
の
建
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し
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が
ら
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で

き
た
20
年
の
経
験
を
活
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、

行
政
な
り
の
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対
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果
を
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の
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行
を
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う

子
育
て
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の
医
療
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補
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の
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新
と
手
続

き
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防
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・
減
災
対
策
・
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補
強
促
進
の
た
め
の
予
算

計
上
対
策
強
化
の
組
織
造

り
を
重
点
的
に
実
施

自
主
財
源
は
31
％
で
あ
る
。

ま
た
、
自
主
財
源
の
内
41
・

５
％
が
基
金
。
効
率
的
な

予
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行
を

議
員
活
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の
見
え
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に

取
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組
む

高
齢
者
の
生
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が
い
づ
く
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に
努
め
る

合
併
20
周
年

新
生
身
延
中
と
共
に

効
率
的
な
予
算
執
行
の
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ク

高
齢
者
に
や
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し
い
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り

指
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管
理
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度
の
有
効
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口
減
少
対
策

公
共
施
設
の
集
約
化
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口
減
少
に
歯
止
め
を

人
口
減
少
問
題
に
向
け
宅
地
分
譲
の
促
進

命
を
守
る
、
防
災
・
減
災
対
策
強
化

誰
も
が
安
心
し
て
住
め
る
町

過
疎
地
域
再
生

過
疎
地
域
活
性
化

公
共
施
設
の
活
性
化
と
ス
リ
ム
化
徹
底

令和5年度一般会計補正予算 （第9号）
歳入歳出2億6391万1000円追加して
令和5年度一般会計補正予算 （第9号）
歳入歳出2億6391万1000円追加して

歳入歳出
118億7762万7000円
公有施設６施設の指定管理者および
１指定管理者の指定期間の変更の承認

主な議案をピックアップ

令和６年
第１回定例会
（3月4日～15日）
会期12日間

令和６年
第１回定例会
（3月4日～15日）
会期12日間

いずれも原 案可決
おもな議案の説明

条例関連案11件・規約変更案１件・指定管理者案７件
補正予算案８件・当初予算案20件・人事案件５件　
　合計52議案

歳入歳出　97億6500万円

議案第37～53号　令和６年度特別会計 （17会計）議案第37～53号　令和６年度特別会計 （17会計）

歳入歳出　42億8799万円

教育長任期満了に伴う後任教育長の任命
および教育委員任命の同意案

前年比６.２％減前年比６.２％減

前年比１,７％減
公営企業会計完全移行初年度　事業会計予算公営企業会計完全移行初年度　事業会計予算

令和６年度水道事業会計　　令和６年度下水道事業会計
9億3214万円 8億2718万円

自主財源
（町民税、 固定資産税、 寄付金など独自で確保できる収入）

　30億4811万円 （31.2％）

依存財源
（国・県の補助金、 交付金、 町債など）

　67億1700万円 （68.8％）

予算決算常任委員会審査報告書には、委員会にて決議された附帯決議案２案が附帯決議として明記された。

※しだれ桜の里事業について執行予算の節減と管理業務計画の明示を求める。

※みのぶ自然の里事業について予算執行の留保を求める。

※委員会附帯決議とは、執行
上の意見や要望を表明する決
議。法律上の効果を伴わない。

議案第36号　令和６年度一般会計予算議案第36号　令和６年度一般会計予算

馬場泰教育長 依田智教育委員

（詳細は８ページを参照）
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（詳細は８ページを参照）
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防災アプリ導入費用
1589万円

旧身延中学校舎解体費
３億800万円

門内景観整備事業
2998万円

国民健康保険繰出金
１億4854万円

介護保険繰出金
３億4376万円

後期高齢者保険繰出金
３億976万円

高齢者福祉事業
１億3912万円

障害者福祉事業
５億5153万円

しだれ桜の里管理費
2229万円

あけぼの大豆事業
2005万円

健康増進施設運営管理費
5027万円

和紙の里道の駅事業
６億1396万円

旧大須成小校舎解体費
2611万円

飯富病院負担金
１億3593万円

社会福祉協議会補助金
2871万円

将来に向けたまちづくり将来に向けたまちづくり

医療・福祉を支える医療・福祉を支える

一般会計より各保険事業へ補填

飯富病院運営を支える町負担金。
身延町 73.48％、早川町 26.52％

社会福祉協議会運営費補助金
社協　歳入の85％を占める

町民価格適用補填、温泉かけ
流し部分にかかる下水道使用
料、年間指定管理料2000万
円など、年間維持管理費用

平成28年度開始の継続議業
クラフトパークを中心に町
内にしだれ桜を植栽する事
業。令和５年まで総額５億
9589万円

あけぼの大豆６次産業化に
向けての支援補助後進の育
成と収益の安定化、鳥獣害
被害対策など

身延山門内地区景観整備
費外観改修補助金2400万
円ほか、計画実施の為の
支援費用

旧大須成小学校の老朽化
に伴い除却処分。取り壊
し解体費用

防災情報通知のため携帯電
話アプリ導入費用。町民へ
の普及を図り、避難誘導な
どに活用していく

中学校校舎、部室、プール、
給食センター、小学校体
育館の解体費用。解体後
の利活用は検討中である

道の駅化（令和７年４月）
に向けた駐車場、場内整備、
トイレ設置費用など。総事
業費８億3946万円を見込
む

障害者福祉事業とかかわ
る助成や給付など扶助費
が主なもの

養護老人ホームに係る
扶助費ほか各種事業補
助金委託料等

議員報酬

身延児童館事業
1287万円

スクールバス運行事業
２億674万円

バス運行支援事業

１億329万円

一般家庭ごみ
収集運搬業務

4269万円

水道企業負担金
３億6037万円

下水道企業負担金
２億4310万円

みのワン事業
531万円

学校給食事業管理運営費
9676万円

まち全体でこどもを育てるまち全体でこどもを育てる

安心できる暮しを守る

学童保育事業
3823万円

公立・私立保育所施設費
３億2058万円

町民のみなさんに知ってもらいたい予算町民のみなさんに知ってもらいたい予算

一般家庭ごみ収集業務
年間委託費

町営バス古関線、身延鰍沢

両事業にかかる費用

小中学校給食調理委託費、
食材費、水道光熱費、清掃
業務、配送経費など、給食
事業にかかる費用

水道事業歳出不足分を一
般財源より補填。これに
より、水道料金引上げを
抑制している

みのワンを活用した PR事
業費、周知宣伝業務費、着
ぐるみ維持費

議員14名の報酬、及び期
末手当の総額。今年度より
引上げを実施した

下水道事業歳出不足分を
一般財源より補填。これ
により、下水道料金引上
げを抑制している

下山小３路線、身延小４路
線、身延中７路線、スクー
ルタクシー４路線の運行に
かかる委託費用が主なもの

町内公立４園（うち２園は
休園）、私立２園の運営経費
委託料、補助金。町外保育
園等７園に通う負担金等

安心できる暮しを守る

線、飯富本栖湖線にかかる
経費、身延町地域公共交通
活性化協議会負担金

4949万円
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防災アプリ導入費用
1589万円

旧身延中学校舎解体費
３億800万円

門内景観整備事業
2998万円

国民健康保険繰出金
１億4854万円

介護保険繰出金
３億4376万円

後期高齢者保険繰出金
３億976万円

高齢者福祉事業
１億3912万円

障害者福祉事業
５億5153万円

しだれ桜の里管理費
2229万円

あけぼの大豆事業
2005万円

健康増進施設運営管理費
5027万円

和紙の里道の駅事業
６億1396万円

旧大須成小校舎解体費
2611万円

飯富病院負担金
１億3593万円

社会福祉協議会補助金
2871万円

将来に向けたまちづくり将来に向けたまちづくり

医療・福祉を支える医療・福祉を支える

一般会計より各保険事業へ補填

飯富病院運営を支える町負担金。
身延町 73.48％、早川町 26.52％

社会福祉協議会運営費補助金
社協　歳入の85％を占める

町民価格適用補填、温泉かけ
流し部分にかかる下水道使用
料、年間指定管理料2000万
円など、年間維持管理費用

平成28年度開始の継続議業
クラフトパークを中心に町
内にしだれ桜を植栽する事
業。令和５年まで総額５億
9589万円

あけぼの大豆６次産業化に
向けての支援補助後進の育
成と収益の安定化、鳥獣害
被害対策など

身延山門内地区景観整備
費外観改修補助金2400万
円ほか、計画実施の為の
支援費用

旧大須成小学校の老朽化
に伴い除却処分。取り壊
し解体費用

防災情報通知のため携帯電
話アプリ導入費用。町民へ
の普及を図り、避難誘導な
どに活用していく

中学校校舎、部室、プール、
給食センター、小学校体
育館の解体費用。解体後
の利活用は検討中である

道の駅化（令和７年４月）
に向けた駐車場、場内整備、
トイレ設置費用など。総事
業費８億3946万円を見込
む

障害者福祉事業とかかわ
る助成や給付など扶助費
が主なもの

養護老人ホームに係る
扶助費ほか各種事業補
助金委託料等

議員報酬

身延児童館事業
1287万円

スクールバス運行事業
２億674万円

バス運行支援事業

１億329万円

一般家庭ごみ
収集運搬業務

4269万円

水道企業負担金
３億6037万円

下水道企業負担金
２億4310万円

みのワン事業
531万円

学校給食事業管理運営費
9676万円

まち全体でこどもを育てるまち全体でこどもを育てる

安心できる暮しを守る

学童保育事業
3823万円

公立・私立保育所施設費
３億2058万円

町民のみなさんに知ってもらいたい予算町民のみなさんに知ってもらいたい予算

一般家庭ごみ収集業務
年間委託費

町営バス古関線、身延鰍沢

両事業にかかる費用

小中学校給食調理委託費、
食材費、水道光熱費、清掃
業務、配送経費など、給食
事業にかかる費用

水道事業歳出不足分を一
般財源より補填。これに
より、水道料金引上げを
抑制している

みのワンを活用した PR事
業費、周知宣伝業務費、着
ぐるみ維持費

議員14名の報酬、及び期
末手当の総額。今年度より
引上げを実施した

下水道事業歳出不足分を
一般財源より補填。これ
により、下水道料金引上
げを抑制している

下山小３路線、身延小４路
線、身延中７路線、スクー
ルタクシー４路線の運行に
かかる委託費用が主なもの

町内公立４園（うち２園は
休園）、私立２園の運営経費
委託料、補助金。町外保育
園等７園に通う負担金等

安心できる暮しを守る

線、飯富本栖湖線にかかる
経費、身延町地域公共交通
活性化協議会負担金

4949万円
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【
現
地
調
査
】　

３
月
４
日(

月)

◎
み
の
ぶ
ゆ
ば
の
里

　
　
　
（
身
延
地
区　

相
又
地
内
）

◎
門
野
の
湯

　
　
　
（
身
延
地
区　

相
又
地
内
）

◎
湯
之
奥
金
山
博
物
館

　
　
　
（
下
部
地
区　

下
部
地
内
）

企
画
政
策
課
関
係

遠��

藤
公
久
委
員　

結
婚
祝
金
の
数

は
、
結
婚
し
た
実
数
か
そ
れ
と

も
祝
金
を
申
請
し
た
数
か
、
申

請
を
し
な
い
人
も
把
握
し
て
い

る
の
か
。

答��　

数
は
申
請
の
あ
っ
た
数
で
あ

る
。
申
請
し
な
い
人
も
い
る
可

能
性
は
あ
る
が
、
数
は
把
握
し

て
い
な
い
。　

町
民
課
関
係

渡��

辺
文
子
委
員　

高
齢
者
の
保
健

事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な

実
施
事
業
の
開
始
年
月
及
び
事

業
内
容
は
。

答��　

高
齢
者
の
健
康
維
持
・
フ
レ

イ
ル
予
防
の
た
め
、
国
保
・
後

期
・
介
護
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
事
業
で
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
か
ら
委
託
さ
れ
、

令
和
５
年
度
か
ら
地
域
の
通
い

の
場
に
出
向
き
体
操
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
課
関
係

佐��

野
知
世
委
員　

母
子
衛
生
事
業

費
分
析
・
検
査
委
託
料
１
５
３

　

��

０
万
９
０
０
０
円
の
減
額
内
容

は
。

答��　

子
宮
頚
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
者
実
績
見
込
み
に
よ
る
大

幅
な
減
額
と
な
る
。

産
業
課
関
係

望��

月
悟
良
委
員　

森
林
環
境
事
業

費
の
調
査
・
研
究
委
託
料
の
内

容
と
総
額
は
。

答��　

森
林
巡
視
業
務
は
、
ナ
ラ

枯
れ
等
の
被
害
木
調
査
、
森

林
整
備
業
務
は
粟
倉
地
区
内

で
間
伐
を
実
施
、
移
行
調
査

業
務
は
整
備
が
必
要
と
思
わ

れ
る
森
林
の
所
有
者
に
対
し

て
、
今
後
の
所
有
山
林
の
経
営

や
管
理
の
意
向
調
査
を
実
施

す
る
も
の
。
事
業
の
総
額
は
、

５
９
７
万
１
９
０
０
円
と
な
る
。

土
地
対
策
課
関
係

佐��

野
昇
副
委
員
長　

測
量
委
託
先

の
選
定
方
法
は
、
委
託
業
者
は
。

答��　

資
格
を
有
す
る
業
者
は
町
内

に
５
社
あ
る
中
で
指
名
競
争
入

札
と
な
り
、
２
年
目
行
程
は
初

年
度
担
当
業
者
に
経
費
節
減
を

考
慮
し
て
随
意
契
約
と
な
る
。

　
　

税
務
課
関
係

渡��

辺
文
子
委
員　

資
格
異
動
の
対

象
と
減
少
し
た
人
数
は
。

答��　

40
歳
に
な
る
方
と
66
歳
に
な

る
方
が
異
動
対
象
で
８
３
１
人

か
ら
７
４
３
人
で
88
人
減
少
し

た
。

常任委員会レポート
　委員会は、議会に提出された議案などを、集中的に審査するために設置された議会の内部機関です。
　常任委員会、議会運営委員会、特別委員会があり、設置は条例で定められています。現在設置されて
いる常任委員会は、予算決算常任委員会、総務産業建設常任委員会、教育厚生常任委員会の３委員会です。
委員会では、付託された議案について、質疑等により所管課から説明を受け、審査を行ないます。
審査が終わると採決が行なわれ、委員会としての賛否が決定し、再び本会議での議題となります。
　ここではその審査内容を掲載しています。尚、委員会で質問された内容すべてが掲載されておりません。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

　

伊
藤
雄
波

▼
議
案
第
28
号

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

▼
議
案
第
29
号

令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
４
号)
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会
計
課
関
係

山��

下
利
彦
委
員　

事
務
手
数
料
が

増
額
と
な
る
理
由
は
。

答��　

公
金
の
納
付
書
取
扱
手
数
料

及
び
振
込
手
数
料
は
現
在
無
料

で
あ
る
が
、
納
付
書
取
扱
手
数

料
は
１
件
３
３
０
円
、
振
込
手

数
料
は
山
梨
中
央
銀
行
他
支
店

へ
は
１
件
１
１
０
円
、
他
金
融

機
関
で
は
１
件
１
７
６
円
と
な
る
。

建
設
課
関
係

伊��

藤
達
美
委
員　

林
道
改
良
事
業

の
事
業
効
果
は
。

答��　

林
道
富
士
見
山
線
は
、
生
活

道
路
と
し
て
機
能
、
地
域
住
民

の
通
行
安
全
対
策
。
林
道
三
石

山
線
は
、
民
有
林
の
伐
採
搬
出

機
能
、
林
業
施
業
の
通
行
安
全

対
策
で
あ
る
。

土
地
対
策
課
関
係

田��

中
一
泰
委
員　

地
籍
調
査
費
の

町
以
外
の
負
担
割
合
は
。

答��　

国
が
２
分
の
１
、
県
が
４
分

の
１
、
町
が
４
分
の
１
の
負
担

割
合
。
町
負
担
分
は
特
別
交
付

税
の
措
置
が
あ
る
。

環
境
上
下
水
道
課
関
係

遠��

藤
公
久
委
員　

環
境
衛
生
事
業

費
の
そ
の
他
業
務
委
託
料
の
内

訳
は
。

見
込
み
と
聞
い
て
い
る
。

子
育
て
支
援
課
関
係

渡��

辺
文
子
委
員　

妊
婦
一
般
健
康

診
断
の
助
成
回
数
が
14
回
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
掛

か
っ
た
場
合
は
。

答��　

追
加
検
査
が
必
要
な
場
合
は
、

別
途
補
助
で
対
応
し
て
い
く
。

産
業
課
関
係

遠��

藤
公
久
委
員　

身
延
町
味
噌
加

工
施
設
の
使
用
料
は
、
令
和
７

年
度
以
降
は
売
上
に
関
係
な
く

納
め
て
も
ら
う
の
か
。

答��　

指
定
管
理
公
募
時
の
提
出
さ

れ
た
計
画
書
に
基
づ
き
７
年
度

以
降
の
４
年
間
で
５
０
０
万
円

を
使
用
料
と
し
て
納
め
て
も
ら

う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

各
年
度
の
使
用
料
額
は
年
度
協

定
に
よ
り
毎
年
定
め
て
い
く
。

財
政
課
関
係

遠��

藤
公
久
委
員　

歳
出
を
抑
え
る

た
め
に
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ

ル
ド
が
必
要
と
考
え
る
。
今
回

の
予
算
編
成
で
は
。

答��　

思
う
よ
う
な
結
果
は
出
せ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
大
変
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
る
た
め
今
後
も
継

続
的
に
取
り
組
む
。

福
祉
保
健
課
関
係

伊��

藤
達
美
委
員　

社
会
福
祉
協
議

会
の
自
主
財
源
の
比
率
は
。

答��　

令
和
６
年
度
当
初
予
算
で
法

　

人
運
営
費
３
２
５
９
万
４
０
０

　

��

０
円
の
財
源
内
訳
は
、
町
補
助

金
85
％
、
一
口
１
０
０
０
円
の

一
般
会
費
・
賛
助
会
費
が
12
％
、

寄
付
金
３
％
、
そ
の
他
と
な
り
、

自
主
財
源
は
会
費
・
寄
付
金
で

約
15
％
で
あ
る
。

観
光
課
関
係

山��

下
利
彦
委
員　

商
工
会
へ
の
商

工
総
務
費
補
助
金
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
同
程
度
の
予

算
規
模
に
な
る
の
か
、
ま
た
現

在
の
執
行
状
況
は
。

答��　

こ
こ
数
年
は
今
年
度
予
算
要

求
額
と
同
等
の
予
算
規
模
で
す
。

５
年
度
は
３
月
末
に
実
績
報
告

予
定
で
あ
る
が
、
若
干
の
減
額

佐��

野
昇
副
委
員
長　

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
経
費
は
申
請
に

よ
る
支
払
い
か
、
定
額
支
給
か
。

答��　

申
請
に
よ
る
実
績
額
支
払
い

で
特
別
交
付
税
対
象
経
費
を
補

助
金
と
し
て
支
払
う
。

交
通
防
災
課
関
係

佐��

野
知
世
委
員　

自
主
防
災
組
織

資
器
材
補
助
金
の
内
容
は
。

答��　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
避
難
用

品
、
発
電
機
、
炊
き
出
し
用
の

鍋
、
備
蓄
倉
庫
等
。
防
災
に
関

す
る
備
品
的
な
用
途
に
使
用
す

る
。
対
象
上
限
40
万
円
で
２
分

の
１
の
補
助
率
で
あ
る
の
で

20
万
円
が
補
助
限
度
額
に
な
る
。

１
地
区
１
回
ま
で
。

広��

島
法
明
委
員　

身
延
町
で
実
施

予
定
の
県
地
震
防
災
訓
練
の
日

程
・
内
容
は
。

答��　

11
月
第
４
週
日
曜
日
が
候
補

で
あ
る
。
場
所
は
総
合
文
化
会

館
周
辺
・
大
河
内
分
館
周
辺
２

択
で
検
討
、
内
容
は
自
衛
隊
・

警
察
・
消
防
等
の
組
織
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
に
係
る
各
種
企
業
参

加
で
様
々
な
訓
練
を
予
定
し
て

い
る
。

総
務
課
関
係

山��

下
利
彦
委
員　

町
長
・
町
議
会

議
員
補
欠
選
挙
事
務
費
及
び
選

挙
事
業
費
の
投
票
所
再
編
後
の

削
減
額
は
。

答��　

予
算
で
は
現
行
の
20
カ
所
を

計
上
し
て
あ
る
が
、
再
編
後
の

削
減
額
は
２
０
０
万
円
か
ら

２
５
０
万
円
ぐ
ら
い
の
見
込
み

で
あ
る
。

企
画
政
策
課
関
係

遠��

藤
公
久
委
員　

ふ
る
さ
と
納
税

は
、
寄
付
金
の
何
％
が
町
に
残

る
の
か
。

答��　

国
の
基
準
で
最
大
50
％
ま
で

経
費
と
認
め
ら
れ
、
残
り
が
町

の
利
益
と
な
る
。

深��

山
光
信
委
員　

み
の
ぶ
ま
つ
り

は
、
合
併
20
周
年
記
念
事
業
に

何
か
特
別
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
か
。

答��　

合
併
20
周
年
を
記
念
し
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
予
定
、
今
後

実
行
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
。

中富味噌加工所

▼
議
案
第
36
号

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
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答��　

一
般
家
庭
ご
み
収
集
運
搬

業
務
４
２
６
９
万
１
０
０
０

円
、
粗
大
ご
み
収
集
運
搬
処

理
業
務
（
一
般
家
庭
・
公
共
施

設
分
）
１
５
０
万
７
０
０
０
円
、

自
然
環
境
保
全
地
区
管
理
業
務

１
万
６
０
０
０
円
、
動
物
等
処

理
収
集
業
務
24
万
２
０
０
０
円

で
あ
る
。

学
校
教
育
課
関
係

渡��

辺
文
子
委
員　

部
活
動
地
域
移

行
の
現
状
は
。

答��　

国
の
働
き
方
改
革
の
一
環
で

全
国
的
に
進
め
ら
れ
、
部
活
動

の
指
導
を
地
域
の
方
に
お
願
い

す
る
も
の
で
、
と
り
あ
え
ず
土

日
の
部
分
を
移
行
し
て
い
く
こ

と
を
目
標
に
し
て
、
町
で
は
学

校
を
交
え
て
協
議
を
始
め
て
い

る
。

遠��

藤
公
久
委
員　

ス
ク
ー
ル
サ
ポ

　

��

ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
勤
務
体
系
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
さ
ら

に
町
単
講
師
の
勤
務
体
系
に
つ

い
て
説
明
を
。

答��　

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
の
勤
務
体
系
は
、
８
時
半
か

ら
17
時
半
ま
で
の
中
で
３
時
間

勤
務
と
な
っ
て
い
る
。
町
単
講

師
は
、
実
際
に
授
業
を
受
け

持
っ
て
い
る
。
主
に
午
前
中
の

授
業
を
担
当
し
て
お
り
、
１
週

間
で
18
時
間
以
内
の
勤
務
を
し

て
い
る
。

生
涯
学
習
課
関
係

深��

山
光
信
委
員　

鴨
川
市
と
の
姉

妹
交
流
事
業
の
予
定
は
複
数
の

団
体
か
。

答��　

町
で
は
、
８
団
体
が
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
交
流
が
可
能

か
鴨
川
市
と
協
議
す
る
。

望��

月
悟
良
委
員　

文
化
財
保
護
事

業
費
委
託
料
に
町
内
遺
跡
試
掘

業
務
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
試

掘
す
る
予
定
の
遺
跡
は
あ
る
の

か
。

答��　

個
人
住
宅
や
店
舗
建
設
な
ど

突
発
的
な
開
発
行
為
に
対
応
す

る
た
め
の
経
費
で
あ
る
の
で
、

試
掘
対
象
の
遺
跡
は
決
ま
っ
て

い
な
い
。

施
設
整
備
課
関
係

伊��

藤
達
美
委
員　

令
和
６
年
度
の

施
設
整
備
課
の
主
要
事
業
は
。

答��　

身
延
中
学
校
現
校
舎
解
体
工

事
と
身
延
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ

ス
乗
り
場
舗
装
工
事
で
あ
る
。

遠��

藤
公
久
委
員　

校
舎
解
体
工
事

は
金
額
も
大
き
い
た
め
一
般
競

争
入
札
と
な
り
、
Ｊ
Ｖ
を
組
む

と
思
う
が
、
業
者
選
定
の
方
法

は
ど
こ
ま
で
決
ま
っ
て
い
る
か
。

答��　

現
在
、
一
般
競
争
入
札
、
Ｊ

Ｖ
を
組
む
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

決
ま
っ
て
お
り
、
詳
細
は
今
後

の
協
議
に
よ
り
決
定
す
る
。

税
務
課
関
係

渡��

辺
文
子
委
員　

令
和
５
年
12
月

末
現
在
の
被
保
険
者
の
人
数
及

び
世
帯
数
は
。

答��　

２
４
７
９
人
で
１
７
３
６
世

帯
で
あ
る
。

福
祉
保
健
課
関
係

渡��

辺
文
子
委
員　

介
護
保
険
料
が

減
少
し
て
い
る
が
、
被
保
険
者

数
の
減
少
に
よ
る
も
の
か
。

答��　

高
齢
化
率
は
増
加
し
て
い
る

が
、
人
口
は
減
少
し
て
い
る
。

そ
れ
に
伴
い
被
保
険
者
数
も
減

少
し
て
い
る
。

下
部
支
所
関
係

渡��

辺
文
子
委
員　

温
泉
使
用
料
、

分
湯
契
約
１
件
減
と
の
こ
と
だ

が
、
営
業
し
な
く
な
っ
た
と
い

う
こ
と
か
。

答　

現
在
営
業
し
て
い
な
い
。

渡��

辺
文
子
委
員　

現
在
の
契
約
件

数
は
。

答��　

健
康
増
進
施
設
を
含
め
14
件

で
あ
る
。

環
境
上
下
水
道
課
関
係

山��

下
利
彦
委
員　

令
和
４
年
度
の

水
道
使
用
料
収
入
は
い
く
ら
か
。

ま
た
令
和
６
年
度
予
算
と
の
差

額
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答��　

令
和
４
年
度
の
水
道
使
用
料

収
入
は
、
約
２
億
円
で
あ
る
。

ま
た
令
和
６
年
度
と
の
差
額
は

約
８
０
０
万
円
の
増
で
あ
る
。

★ 

委
員
会
の
採
決
時
に
、【
議
案

第
36
号
令
和
６
年
度
身
延
町
一
般

会
計
予
算
】
に
関
す
る
附
帯
決
議

案
が
２
件
提
出
さ
れ
た
。

尚
、
附
帯
決
議
案
２
件
に
対
し
て
、

委
員
会
で
は
全
会
一
致
で
賛
成
し
た
。

▼��

附
帯
決
議
①　

総
務
管
理
費
、

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
事
業
費
の
観
光
資
源
の
魅

力
ア
ッ
プ
事
業
、
管
理
点
検
委

託
料
、
２
２
２
９
万
５
０
０
０

円
の
計
上(

し
だ
れ
桜
の
里
植

栽
・
除
草
業
務)

に
対
す
る
も

の
で
、
執
行
に
あ
た
り
可
能
な

限
り
の
節
減
と
今
後
10
年
間
の

委
託
料
削
減
計
画
の
明
示
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

▼��

附
帯
決
議
②　

総
務
管
理
費
、

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

事
業
費
の
観
光
資
源
の
魅
力

ア
ッ
プ
事
業
、
需
用
費
・
委
託

料
等
、
８
５
９
万
７
０
０
０
円

の
計
上(

み
の
ぶ
自
然
の
里
管

理
費)

に
対
す
る
も
の
で
、
予

算
の
留
保
を
求
め
た
。
経
営
状

況
に
つ
い
て
、
関
係
部
署
・
産

業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
総
務
産
業

建
設
常
任
委
員
会
等
に
よ
る
財

務
内
容
の
確
認
、
所
管
課
の
経

営
改
善
指
導
の
結
果
を
も
っ
て

予
算
執
行
を
判
断
す
べ
き
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

▼
議
案
第
37
号

令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

▼
議
案
第
39
号

令
和
６
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

▼
議
案
第
41
号

令
和
６
年
度
下
部
奥
の
湯
温
泉

事
業
特
別
会
計
予
算

▼
議
案
第
54
号

令
和
６
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
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福
祉
保
健
課
関
係

渡��

辺
文
子
委
員　

８
１
０
０
万
円

　

��

の
基
金
取
崩
し
だ
が
、
基
金
残

高
は
。

答��　

現
在
は
12
月
補
正
後
で
１
億

　

��

８
９
０
３
万
７
４
７
０
円
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
８
１
０
０
万
円

を
取
り
崩
す
の
で
、
基
金　

残

高
は
１
億
８
０
３
万
７
４
７
０

円
と
な
る
。

観
光
課
関
係

深��

山
光
信
議
員　

施
設
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
と
思
う
が
、
指

定
管
理
期
間
５
年
間
の
中
で
修

繕
等
予
定
は
あ
る
の
か
。

答��　

施
設
の
老
朽
化
に
つ
い
て
は

必
要
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。

観
光
課
関
係

遠��

藤
公
久
議
員　

コ
ロ
ナ
禍
も
あ

り
経
営
状
況
は
厳
し
い
と
思
う

が
、
指
定
管
理
期
間
が
３
年
か

ら
５
年
と
長
期
に
な
る
こ
と
で
、

指
定
期
間
中
の
経
営
指
導
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く

の
か
。

答��　

経
営
に
関
し
て
は
施
設
の
運

営
と
あ
わ
せ
て
身
延
町
産
業
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言
等
を
頂
き

な
が
ら
指
導
し
て
い
く
が
、
年

度
協
定
に
基
づ
き
費
用
面
で
も

必
要
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。

財
政
課
関
係

田��

中
一
泰
議
員　

こ
の
基
金
は
、

運
営
費
に
も
充
て
る
の
か
。

答��　

修
繕
費
、
施
設
の
管
理
に
要

す
る
経
費
の
み
に
充
て
る
。

産
業
課
関
係

遠��

藤
公
久
議
員　

ゆ
ば
の
里
の
指

定
管
理
期
間
が
３
年
間
か
ら
５

年
間
に
な
る
が
、
財
政
状
況
が

脆
弱
に
見
受
け
ら
れ
る
。
指
定

管
理
者
の
経
営
改
善
に
つ
い
て

の
担
当
の
考
え
方
は
。

答��　

産
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
経

営
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

と
に
、
指
定
管
理
者
と
協
議
し

な
が
ら
経
営
改
善
の
指
導
を
実

施
す
る
考
え
で
あ
る
。

総
務
産
業
建
設

　
　
　
　
　

常
任
委
員
会

委
員
長　

伊
藤
達
美

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

田
中
一
泰

▼
議
案
第
10
号

身
延
町
指
定
管
理
施
設
管
理

基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
議
案
第
21
号

身
延
町
活
性
化
施
設
及
び
身
延

町
相
又
特
産
品
生
産
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

▼
議
案
第
25
号

本
栖
湖
い
こ
い
の
森
キ
ャ
ン
プ

場
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

▼
議
案
第
26
号

身
延
町
み
の
ぶ
自
然
の
里
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

▼
議
案
第
11
号

身
延
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

本栖湖いこいの森キャンプ場

○
３
地
区
共
通
事
項

　

議
題　

３
月
定
例
会
他

　

開
催
時
間　

午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

中
富
地
区

　

開
催
場
所　

中
富
総
合
会
館
Ａ
Ｂ
会
議
室

　

開
催
日　

　
　

令
和
６
年
５
月
11
日
（
土
）

下
部
地
区

　

開
催
場
所　

下
部
地
区
公
民
館　

下
部
分
館

　

開
催
日

　
　

令
和
６
年
５
月
18
日
（
土
） 

身
延
地
区

　

開
催
場
所　

身
延
町
総
合
文
化
会
館

　

開
催
日

　
　

令
和
６
年
５
月
25
日
（
土
） 

「
町
民
と
議
員
と
の
懇
談
会
」

　
　
　
　

の
開
催
に
つ
い
て

「
町
民
と
議
員
と
の
懇
談
会
」

　
　
　
　

の
開
催
に
つ
い
て

町
民
の
み
な
さ
ま
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
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― 議案第 36号 令和 6年度身延町一般会計 ― 

【町長・町議会議員補欠選挙事業費の委託費・デマンドバス運行業務】 
 
 
 
 
 

【西嶋和紙・和紙の里の活用推進事業】 
 
 
 
 
 
 

― 議案第 38号 令和 6年度身延町後期高齢者医療特別会計 ―  

 
 
 
 
 
 

― 議案第 39号 令和 6年度身延町介護保険特別会計 ―  

 
 
 
 
 
 
 
 

― 議案第 2号 訴えの提起について ―  

1．訴えの相手方 株式会社A.L.I Technologies 代表取締役 デイビッド・ジェイキンス 
         （空飛ぶバイクの開発を手がけていたスタートアップ企業） 
2．訴えの提起の概要 
 （1）契約解除に伴う動産の撤去、建物及び土地の明渡し請求 
 （2）未払貸付料（令和 5年度分）合計 2,221,836 円 
    内訳 旧久那土中学校賃料 1,850,906 円・江尻窪実験場使用料 370,930 円 

反対  渡辺文子議員 広島法明議員  賛成 

 

反対  山下利彦議員 伊藤達美議員  賛成 

  

反対  渡辺文子議員 山下利彦議員  賛成 

 

反対  渡辺文子議員 遠藤公久議員  賛成 

 

本会議 討論 討論とは、採決の前にその案件に対して、議員が 
賛成か反対かの自己の意見を表明することです 

第1回臨時会 令和6年1月12日　　　主な議案のみ掲載 

選挙管理委員会では、投票所を半分の 10 カ所に
する計画である。住民の権利に関わる大切な問題
である。投票所の削減ありきである。 

求められる点はハードではなくソフトである。事業
費総額約８億4000万円となるリニューアルの設計
委託や設備投資などは立ち止まり、施設の目的、経
営改善問題の本質を見つめ直す必要がある。

令和６年度の保険料が大幅な引き上げとなり、物
価高騰が重なる中での高齢者の負担が増え続ける。
後期高齢者医療制度は廃止をして、老人医療制度
に戻すべきである。 

介護の利用者が経済的な心配をせず、必要なとき
に必要なサービスを利用でき、介護事業者が提供
できる介護保険制度にすべきである。 

低所得者の保険料抑制のため、保険料設定段階を
9段階から 13 段階とする国の決定を受け、条例
改正を実施し、町民税本人課税で合計所得金額
420 万円未満の第９段階層までは、保険料が軽
減される見通しである。

均等割のみ負担している低所得者に影響が及ばな
いように、賦課限度額と所得割比率の引き上げで
賄うなど、総合的観点から見ている後期高齢者医
療保険負担率の変更という制度改正である。

指定管理者に任せることによって、町にとっては
赤字が半分以下になると推測をする。改修工事は
大切で必要なこと。指定管理者の意見も取り入れ
て行われる。

有権者の減少、管理者、立会人のなり手不足、職
員の負担軽減等を吟味した結果の改善措置の一つ
にデマンド型交通支援がある。
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議案に対する賛否議案に対する賛否
（賛成：○・反対：×・欠席：欠）

上
田　

孝
二

伊
藤　

達
美

渡
辺　

文
子

野
島　

俊
博

広
島　

法
明

田
中　

一
泰

望
月　

悟
良

伊
藤　

雄
波

佐
野　

知
世

山
下　

利
彦

佐
野　
　

昇

深
山　

光
信

遠
藤　

公
久

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○

×

○○○○○○

×

○○○
○○○○○○○○○○○○
○

×

○○○○○○○○○○
○

×

○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

●条例の制定及び一部改正 
議案第９号 
議案第10号 
議案第11号 

議案第12号
 
議案第13号
 
議案第14号 

議案第15号 
議案第16号 
議案第17号 

議案第18号 

議案第19号 
●規約の変更 
議案第20号 
●指定管理者の指定
 
議案第21
　　～26号
 
●指定管理者の指定の期間の変更 

議案第27号 

●補正予算 
議案第28号 
議案第29号 
議案第30号 
議案第31号 
議案第32号 
議案第33号 
議案第34号 
議案第35号 
●当初予算 
議案第36号 
議案第37号 
議案第38号 
議案第39号 
議案第40号 
議案第41号 

議案第42
　　～53号 

議案第54号 
議案第55号 
●人事案件 
同意第１号 
同意第２号 
諮問第１号 
諮問第２号 
諮問第３号 
●報告 
報告第１号 
●条例の一部改正 
議案第１号 
●訴えの提起 
議案第２号 
●補正予算 
議案第３号 
●財産の取得の議決内容の一部変更 

議案第４号 

●契約の変更 
議案第５号 
議案第６号 
議案第７号 
議案第８号

身延町ふるさと応援基金条例の制定について
身延町指定管理施設管理基金条例の制定について
身延町介護保険条例の一部を改正する条例について
身延町公共物管理条例及び身延町道路占用料徴収条例の一部を
改正する条例について
身延町ひとり親家庭医療費助成に関する条例の一部を改正する
条例について
身延町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例について
身延町監査委員条例の一部を改正する条例について
身延町行政組織条例の一部を改正する条例について
身延町職員定数条例の一部を改正する条例について
身延町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例について
身延町議会政務活動費の交付に関する条例の制定について

山梨県市町村総合事務組合規約の変更について

身延町内６施設の指定管理者の指定について
（身延町活性化施設及び身延町相又特産品生産施設・身延町大島農林
産物直売所・身延町味噌加工施設・身延駅前しょうにん通り駐車場・
本栖湖いこいの森キャンプ場・身延町みのぶ自然の里）

身延町西嶋和紙の里特産品加工販売所の指定管理者の指定の期
間の変更について

令和５年度身延町一般会計補正予算（第９号）
令和５年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
令和５年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和５年度身延町介護保険特別会計補正予算（第４号）
令和５年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）
令和５年度身延町農業廃水事業等特別会計補正予算（第2号）
令和５年度身延町下水道事業等特別会計補正予算（第３号）
令和５年度身延町仙王外五山恩賜林保護財産区特別会計補正予算（第１号）

令和６年度身延町一般会計予算
令和６年度身延町国民健康保険特別会計予算
令和６年度身延町後期高齢者医療特別会計予算
令和６年度身延町介護保険特別会計予算
令和６年度身延町介護サービス事業特別会計予算
令和６年度身延町下部奥の湯温泉事業特別会計予算
令和６年度８恩賜林保護財産区・４地区財産区特別会計予算
（大八坂及び川尻並びに山之神外十五山・広野村上外九山・第
一日影みそね沢、第二日影みそね沢及び石原外二山・大久保外七山・仙王外五
山・姥草里外七山・入ヶ岳二山・西嶋・曙・大河内・下山）
令和６年度身延町水道事業会計予算
令和６年度身延町下水道事業会計予算

身延町教育委員会委員長の任命について（馬場泰氏）
身延町教育委員会委員の任命について（依田智氏）
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（北川幸弘氏）
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（伊藤稔氏）
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（望月教邦氏）

専決処分（令和５年度身延町一般会計補正予算（第７号））

身延町手数料条例の一部を改正する条例について

訴えの提起について（契約解除及び原状回復並びに賃貸借料請求事件）

令和５年度身延町一般会計補正予算（第８号）

財産の取得についての議決の一部変更について
（味噌加工施設備品の内容の一部変更）

身延中学校新校舎建設工事請負契約の一部変更について
身延中学校新校舎機械設備工事請負契約の一部変更について
身延中学校新校舎電気設備工事請負契約の一部変更について
町道本町富山橋線道路改良工事請負契約の一部変更について

●
議
長
は
賛
否
同
数
の
み
採
決
に
参
加
し
ま
す
。

第
１
回
定
例
会
（
３
月
４
日
〜
15
日
）

第
１
回
臨
時
会
（
１
月
12
日
）
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一　般　質　問一　般　質　問
一般質問とは、議員が町の一般事務に対してその執行の状況又は将来の方針、政策
的提言や行政の課題などを執行者に直接質すことです。また、執行者の所見や施策
について報告を求めたり問い質したりすることもあります。質問の範囲は、町の行
財政全般（公共事務、団体委任事務、行政事務の一切を含む）のほか、地域で住民
生活に密接している事項など多岐にわたっています。

　人の議員が登壇6人の議員が登壇

※掲載の順番は質問の通告順になります。
※紙面の関係上、掲載の内容は質問を要約し掲載しています。すべての項目は各議員のQRコードからYouTube　　に
　アクセスしてご覧ください。

１　山下利彦　議員………………13ページ
①　公共施設の集約化と職員数の適正管理について

②　人口減少社会における新身延中学校開校後の展望

　　について

③　大規模災害時の防災体制について

④　地域活性化の拠点としての指定管理者制度について

２　伊藤達美　議員………………14ページ
①　地震に対する防災対策について 

②　未利用公共施設への企業誘致にかかる信用調査に

　　ついて

③　西嶋和紙の里道の駅に向けての改修計画について

④　しだれ桜の里の整備状況について

３　遠藤公久　議員………………15ページ
①　今後の財政見通しと新規事業におけるライフサイ

　　クルコスト計画について

②　今後の公共施設等再編、効率的な住民サービスの

　　在り方について

③　災害発生時のトイレ環境について

④　旅先納税の導入に向けての調査研究について

４　渡辺文子　議員………………16ページ
①　選挙における投票区再編計画について

②　水道の耐震化率について

③　自衛隊への個人情報提出について

５　田中一泰　議員………………17ページ
①　少子化の対策の取り組みについて

②　地震の防災対策について

③　防災訓練、防災知識の周知と対策の徹底は

６　佐野　昇　議員………………18ページ
①　人口減少対策「移住・定住施策」について 

②　人口減少対策「宅地分譲」について

③　町営住宅（戸建て・集合住宅）の建設について

④　職員研修について

〇一般質問傍聴人数
　14 人の皆様が熱心に傍聴されました。お忙
しい中、傍聴頂きありがとうございました。次
の定例会は令和 6 年 6 月に開催予定です。ど
なたでも傍聴できます。議会の傍聴にぜひお越
し下さい。詳細日程は議会情報のウェブサイト
等でお知らせ致します。

　　　　　　議会情報サイト→

町政のあり方について質問3月5日
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問��　

八
日
市
場
の
歴
史
民
俗
資
料

館
の
貴
重
な
西
嶋
和
紙
製
造
道

具
な
ど
の
収
蔵
品
を
西
嶋
和
紙

の
里
道
の
駅
に
展
示
し
、
施
設

の
充
実
に
繋
げ
る
と
同
時
に
民

俗
資
料
館
の
集
約
に
よ
り
維
持

経
費
の
削
減
を
図
る
べ
き
だ
が
。

生��
涯
学
習
課
長　

道
の
駅
の
展
示

物
や
物
販
の
商
品
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
い
る
が
収
蔵
品
を

展
示
す
る
考
え
は
な
い
。

問��　

国
道
３
０
０
号
沿
い
に
は
、

木
喰
の
生
誕
の
地
を
表
す
木
喰

橋
が
あ
り
、
道
の
駅
し
も
べ
が

あ
る
。
木
喰
の
碑
は
あ
る
が
微

笑
館
を
道
の
駅
に
移
設
集
約
す

る
こ
と
で
施
設
全
体
が
充
実
し
、

集
客
が
よ
り
図
ら
れ
る
と
考
え

る
が
。

生��

涯
学
習
課
長　

微
笑
館
の
経
年

劣
化
、
受
付
体
制
の
高
齢
化
等

の
問
題
か
ら
、
道
の
駅
し
も
べ

等
へ
の
集
約
も
検
討
す
る
必
要

が
生
じ
て
く
る
と
考
え
る
。

問��　

職
員
数
の
比
較
状
況
は
、
人

口
１
万
４
２
０
０
人
の
富
士
川

町
で
は
１
４
９
人
に
対
し
、
人

口
が
１
万
人
の
身
延
町
で
は

１
８
０
人
と
峡
南
地
域
で
は
最

も
多
い
。
原
因
の
１
つ
に
本
庁

舎
の
ほ
か
に
支
所
の
配
置
、
下

部
地
区
に
は
さ
ら
に
２
カ
所
の

出
張
所
の
配
置
が
挙
げ
ら
れ
る
。

施
設
の
集
約
化
が
進
ま
な
い
原

因
は
何
か
。
ま
た
職
員
数
の
削

減
目
標
を
定
め
た
配
置
適
正
化

計
画
の
取
り
組
み
は
。

総��

務
課
長　

定
員
適
正
化
計
画
で

の
職
員
の
削
減
目
標
は
定
め
て

い
な
い
。
な
お
、
支
所
・
出
張

所
に
つ
い
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
配
慮

し
た
た
め
現
在
も
存
続
し
て
い

る
が
、
人
口
減
少
に
伴
う
組
織

機
構
の
再
編
と
し
て
検
討
し
て

い
く
。

問��　

生
徒
数
は
急
激
な
減
少
傾
向

に
あ
り
、
10
年
後
に
は
１
０
０

人
を
割
る
。
32
億
円
の
巨
額
の

投
資
で
建
設
さ
れ
る
中
学
校
の

今
後
の
費
用
対
効
果
を
含
め
た

教
育
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
議

論
は
必
要
だ
。
今
後
の
展
望
を

伺
う
。

学��

校
教
育
課
長　

生
徒
数
減
少
に

よ
る
余
裕
教
室
が
生
じ
た
場
合

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
多
角

的
・
有
効
的
に
検
討
し
て
い
く
。

問��　

災
害
時
に
お
け
る
飲
料
水
の

大
量
運
搬
や
山
林
火
災
に
お
い

て
、
水
源
確
保
に
貢
献
す
る
給

水
車
導
入
の
考
え
は
。

環��

境
上
下
水
道
課
長　

軽
車
両
で

運
搬
可
能
な
給
水
タ
ン
ク
に
て

対
応
を
行
っ
て
い
る
。
給
水
車

の
活
用
は
、
大
規
模
断
水
へ
の

対
応
と
し
て
研
究
・
検
討
を
し

て
い
く
。

交��

通
防
災
課
長　

山
林
火
災
に
対

し
て
、
水
槽
車
や
協
定
に
よ
り

生
コ
ン
車
で
消
火
用
水
の
搬
水

を
行
っ
て
い
る
。
給
水
車
の
導

入
予
定
は
な
い
。

問��　

木
造
個
人
住
宅
耐
震
診
断
・

居
住
安
心
支
援
事
業
費
補
助
金

制
度
の
情
報
提
供
は
広
報
紙
で

常
に
発
信
す
べ
き
だ
が
、
現
状

は
。

建��

設
課
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
区

長
・
組
長
へ
の
資
料
提
供
で
周

知
し
て
い
る
。
今
後
は
県
と
町

で
の
補
助
金
の
拡
充
の
予
定
な

ど
広
報
紙
等
に
も
掲
載
し
、
更

な
る
情
報
提
供
に
努
め
た
い
。

問��　

災
害
時
で
の
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
体
制
は
。

交��

通
防
災
課
長　

サ
イ
ト
テ
ッ
ク

㈱
と
協
定
書
を
締
結
し
、
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
道
路
等
の
被
害

状
況
を
確
認
す
る
「
情
報
収
集

訓
練
」
と
救
援
物
資
を
目
的
地

ま
で
運
ぶ
「
物
資
搬
送
訓
練
」

を
実
施
し
て
い
る
。

問��　
「
新
た
な
観
光
資
源
づ
く
り
」

「
町
の
魅
力
づ
く
り
」
と
い
う

言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
る
。
地
元

の
自
然
や
歴
史
の
観
光
、
特
産

物
を
基
盤
と
し
た
指
定
管
理
事

業
の
充
実
は
地
域
に
埋
も
れ
て

い
る
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
る

町
の
魅
力
づ
く
り
で
あ
り
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
行

政
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
重
要
だ
。

町
長
の
指
定
管
理
事
業
へ
考
え

が
大
き
く
影
響
す
る
が
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
を
伺

う
。

観��

光
課
長　

公
の
施
設
の
管
理
運

営
を
行
う
民
間
事
業
者
等
を
指

定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
つ
つ
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
経
費
の
節
減
等
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
指

定
管
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
施

設
ご
と
に
目
的
、
特
色
を
有
し

て
お
り
、
指
定
管
理
者
が
そ
の

特
徴
を
生
か
し
た
施
設
運
営
と

発
信
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
併
せ
て
町
内
の
観

光
施
設
、
関
係
団
体
等
と
連
携

す
る
こ
と
で
来
訪
者
の
周
遊
に

つ
な
げ
て
い
く
。

答

問 地域活性化の拠点、指定管理者制度に対する考えと事業者への
サポート体制は

指定管理施設については、施設ごとに目的、特色を
有しており、指定管理者がその特徴を生かした施設
運営と発信を行うことが必要と考えている
（観光課長）

　魅力あるまちづくりの拠点作りについて

山
やました

下　利
としひこ

彦 議員

公
共
施
設
の
集
約
化
と
職

員
数
の
適
正
管
理

地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し

て
の
指
定
管
理
者
制
度

新
身
延
中
学
校
開
校
後
の
展
望

大
規
模
災
害
時
の
防
災
体
制
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問�　

し
だ
れ
桜
の
里
づ
く
り
事
業

は
「
平
成
28
年
度
の
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
ふ
る
さ
と
創
生
」

身
延
町
版
に
お
い
て
、
身
延
町

全
域
に
し
だ
れ
桜
を
植
栽
し
て

観
光
資
源
の
魅
力
化
を
図
り
、

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
進
め

て
行
く
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　

�　

平
成
28
年
度
か
ら
、
山
梨
県

営
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
に
あ
る
２

つ
の
森
、
沢
を
挟
ん
で
南
側
が

サ
バ
イ
バ
ル
の
森
、
北
側
が
自

然
観
察
の
森
、
こ
の
整
備
工
事

が
行
わ
れ
て
き
た
。
具
体
的
に

は
植
栽
工
事
と
園
路
工
事
で
あ

る
。
こ
れ
ら
工
事
は
令
和
元
年

度
で
ほ
ぼ
終
了
し
た
。

　

�　

令
和
３
年
度
か
ら
本
年
度
ま

で
は
、
自
然
観
察
の
森
の
排
水

路
の
設
置
工
事
と
園
路
、
遊
歩

道
の
舗
装
工
事
が
行
わ
れ
た
。

自
然
観
察
の
森
の
観
光
関
連
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
は
残
っ
て
い
る

が
、
ほ
ぼ
こ
れ
で
整
備
は
終

わ
っ
た
。

　

�　

８
年
間
を
経
過
し
て
、
６
億

円
近
い
多
額
の
お
金
が
予
算
化

さ
れ
投
下
さ
れ
て
き
た
が
、
集

客
力
は
極
め
て
厳
し
い
。
費
用

対
効
果
は
高
く
な
い
。
私
は
週

２
日
ほ
ど
、
そ
の
周
辺
を
健
康

の
た
め
に
歩
い
て
い
る
が
、
集

客
力
が
高
ま
ら
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

　

�　

桜
を
植
え
て
か
ら
10
年
後
を

見
据
え
て
事
業
を
進
め
て
い
く
、

と
当
初
は
考
え
た
が
、
こ
れ
か

ら
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
悠

長
な
こ
と
は
言
っ
て
い
ら
れ
な

い
。

　

�　

当
面
は
で
き
る
限
り
予
算
、

支
出
は
抑
え
る
中
で
、
自
然
観

察
の
森
を
中
心
に
集
客
力
を
高

め
る
た
め
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
は
必
要
だ
。
駐
車
場
や
ア

ク
セ
ス
道
路
、
さ
ら
に
は
展
望

台
、
水
飲
み
場
、
休
息
場
等
の

設
置
で
あ
る
。　
　
　

　

�　

３
年
間
で
な
ん
ら
か
の
対
応

策
を
講
じ
つ
つ
、
併
せ
て
こ
れ

か
ら
こ
の
事
業
を
ど
う
す
る
か

決
断
す
べ
き
だ
が
。

観�

光
課
長　

平
成
28
年
度
か
ら
進

め
て
き
た
、
し
だ
れ
桜
の
里
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
自
然
観

察
の
森
の
園
路
お
よ
び
排
水
路

工
事
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、

ハ
ー
ド
整
備
が
お
お
む
ね
完
了

し
た
。

　

�　

今
後
は
樹
木
の
生
育
に
必
要

な
維
持
管
理
を
進
め
な
が
ら
、

誘
客
に
向
け
た
整
備
と
対
策
を

検
討
す
る
。

　

�　

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
内
の
し
だ

れ
桜
の
里
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
山
梨
県
都
市
公
園
条
例
に

基
づ
き
、
山
梨
県
と
の
協
議
の

上
、
進
め
る
こ
と
に
な
る
が
、

今
後
の
整
備
は
、
公
園
の
構
成
、

特
色
な
ど
調
和
に
配
慮
し
な
が

ら
、
必
要
最
低
限
か
つ
集
客
力

あ
る
効
果
的
な
整
備
を
検
討
し

た
い
。

　

�　

ま
た
、
し
だ
れ
桜
の
里
が
関

係
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
町
内

を
周
遊
す
る
観
光
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
、
将
来
的
に

は
有
数
の
桜
の
名
所
と
し
て
町

を
代
表
す
る
観
光
資
源
の
一
つ

と
な
る
よ
う
、
今
後
も
適
切
な

維
持
管
理
を
施
し
て
い
く
。

答

問 山梨県営クラフトパーク「自然観察の森」観光インフラの整備
は

今後の整備は、公園の構成、特色など調和に配慮しな
がら、必要最低限かつ集客力ある効果的な整備を検討
したい（観光課長）

　しだれ桜の里の整備状況について

伊
い と う

藤　達
た つ み

美 議員

観
光
関
連
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

No.78 みのぶ議会だより　14



問�　

身
延
町
健
康
増
進
施
設
し
も

べ
の
湯
に
つ
い
て
、
今
後
の
財

政
見
通
し
や
施
設
の
維
持
管
理

を
考
え
る
と
、
施
設
整
備
事
業

の
設
計
、
用
地
買
収
費
用
、
施

設
建
設
費
な
ど
設
計
建
設
期
間

か
ら
15
年
の
指
定
管
理
契
約
期

間
の
維
持
管
理
費
、
運
営
費
に

か
か
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
を
試
算
し
、
公
表
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

財�

政
課
長　

計
画
設
計
か
ら
建
設
、

運
用
、
除
却
ま
で
の
各
段
階
で

か
か
る
経
費
を
計
上
し
分
析
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
計
画
か
ら

将
来
ま
で
を
見
通
し
た
も
の
が

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
で
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
身

延
町
ス
ポ
ー
ツ
健
康
増
進
施
設

し
も
べ
の
湯
事
業
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
建
設
し
た
施
設

で
あ
り
、
事
業
費
に
つ
い
て
も

10
億
円
を
超
え
る
収
益
施
設
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
管
理

の
担
当
課
と
協
議
を
し
な
が
ら

早
い
段
階
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
を
試
算
し
公
表
す
る

こ
と
で
、
適
切
な
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問�　

久
那
土
・
古
関
両
出
張
所
の

実
質
的
な
来
庁
者
数
は
何
名
か
。

１
日
の
平
均
数
と
１
日
に
お
け

る
最
低
来
庁
者
数
は
。

下�

部
支
所
長　

令
和
４
年
度
実
績

は
、
久
那
土
出
張
所
の
来
庁
者

数
は
１
８
５
９
人
、
１
日
平
均

来
庁
者
数
は
７
．
７
人
。
１
日

に
お
け
る
最
低
来
庁
者
数
は
１

人
。
古
関
出
張
所
の
来
庁
者
数

は
６
８
７
人
、
来
庁
者
数
は
１

日
平
均
来
庁
者
数
は
２
．
８
人
。

来
庁
者
が
い
な
い
日
も
あ
る
。

な
お
、
久
那
土
出
張
所
は
、
働

く
婦
人
の
家
の
事
業
運
営
や
管

理
業
務
も
行
っ
て
い
る
。

問�　

合
併
後
20
年
が
経
と
う
と
し

て
い
る
現
在
、
町
民
人
口
の
減

少
、
生
産
人
口
の
減
少
、
将
来

的
な
財
政
状
況
を
鑑
み
る
と
行

政
の
ス
リ
ム
化
、
コ
ン
パ
ク
ト

化
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
町

全
体
の
利
益
や
福
祉
を
最
大
化

し
よ
う
と
す
る
視
点
、
ま
た
町

全
体
の
効
率
性
や
公
平
性
を
重

視
し
て
、
個
別
の
地
域
や
特
定

の
団
体
だ
け
で
な
く
、
町
全
体

の
総
合
的
な
利
益
を
向
上
さ
せ

る
全
体
最
適
の
視
点
か
ら
す
る

と
、
両
出
張
所
の
統
廃
合
・
廃

止
の
検
討
は
必
要
と
考
え
る
が
。

総�

務
課
長　

両
出
張
所
の
統
合
・

廃
止
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少

に
伴
う
組
織
機
構
の
再
編
と
し

て
検
討
し
て
い
く
。

問�　

投
票
所
再
編
計
画
住
民
説
明

会
の
町
民
の
反
応
お
よ
び
実
施

に
向
け
て
の
今
後
の
対
応
は
。

総�

務
課
長　

対
象
と
な
る
地
区
の

区
長
様
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様

対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
、
７

会
場
と
も
選
挙
管
理
委
員
会
で

お
示
し
し
た
再
編
案
の
通
り
、

理
解
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
は

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
早
期

に
実
施
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
、

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き

続
き
努
力
し
て
い
く
。

問�　

令
和
６
年
度
採
用
予
定
者
数

お
よ
び
採
用
状
況
は
。

総�

務
課
長　

採
用
予
定
者
数
は
、

一
般
行
政
職
２
名
程
度
、
土
木

職
１
名
、
保
健
師
１
名
の
採
用

予
定
で
あ
っ
た
が
、
保
健
師
は

受
験
者
が
な
く
、
一
般
行
政
職

は
４
名
、
土
木
職
は
１
名
が
受

験
。
採
用
予
定
者
は
、
一
般
行

政
職
１
名
と
し
た
。

問�　

一
般
社
団
法
人
助
け
あ
い

ジ
ャ
パ
ン
が
推
進
す
る
災
害
派

遣
ト
イ
レ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
み
ん
な
元
気
に
な

る
ト
イ
レ
」。
災
害
援
助
自
治

体
間
の
共
助
と
し
て
の
こ
の

趣
旨
に
賛
同
し
て
、
ト
イ
レ
ト

レ
ー
ラ
ー
導
入
に
向
け
て
の
調

査
・
検
討
は
。

交�

通
防
災
課
長　

町
で
は
、
簡
易

ト
イ
レ
や
ト
イ
レ
処
理
剤
を
計

画
的
に
備
蓄
し
て
災
害
時
に
備

え
て
い
る
。
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
導
入
に
つ
い
て
は
、
導
入

後
の
費
用
対
効
果
や
維
持
管
理

を
含
め
た
運
用
面
か
ら
も
今
後

調
査
し
て
い
く
。

答

問 旅先納税導入に向けた調査、研究について対応は

事業者には電子決済対応を可能にしていただき加盟
店としてご協力していただき、導入に向けて、調査・
研究から進めていく（企画政策課長）

　新しいスタイルのふるさと納税『旅先納税』導入について

遠
えんどう

藤　公
きみひさ

久 議員

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

計
画
策
定
に
つ
い
て

災
害
時
ト
レ
ー
ラ
ー
ト
イ
レ

の
導
入
に
つ
い
て

今
後
の
公
共
施
設
等
再
編
、

効
率
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
在
り
方
に
つ
い
て

北杜市ＨＰより参照
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問�　

こ
れ
ま
で
町
内
に
あ
っ
た
20

箇
所
の
投
票
所
を
半
分
の
10
箇

所
に
す
る
再
編
計
画
は
身
延
町

全
体
の
問
題
だ
。
少
な
く
と
も

再
編
計
画
の
地
区
全
員
の
意
見

を
聞
く
べ
き
だ
っ
た
。
再
編
計

画
の
地
区
に
チ
ラ
シ
を
配
り
、

意
見
が
あ
っ
た
ら
区
長
さ
ん
に

申
し
出
て
下
さ
い
と
い
う
も
の

で
、
も
っ
と
丁
寧
な
対
応
が
必

要
だ
が
。　

総�

務
課
長　

投
票
区
再
編
に
あ
た

り
、
区
域
内
の
各
世
帯
に
再
編

計
画
及
び
移
動
期
日
前
投
票
な

ど
の
新
た
な
投
票
機
会
の
方
策

を
示
し
た
資
料
を
配
付
し
、
区

の
役
員
を
通
じ
て
、
ご
意
見
等

を
お
寄
せ
い
た
だ
く
よ
う
に
し

た
。
会
場
の
収
容
数
に
制
限
が

あ
る
た
め
、
対
象
区
域
全
員
を

呼
ぶ
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、

今
後
い
た
だ
い
た
意
見
を
と
り

ま
と
め
た
も
の
を
示
し
な
が
ら

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
計
画

し
て
い
る
。

問�　

投
票
所
を
な
く
し
代
替
え
案

を
考
え
る
か
ら
い
い
と
い
う
問

題
で
は
な
い
。
国
民
の
権
利
を

奪
う
事
に
つ
な
が
る
の
で
も
っ

と
慎
重
な
対
応
が
必
要
だ
が
。

総�

務
課
長　

今
回
の
投
票
区
再
編

に
あ
た
り
、
移
動
期
日
前
投
票

所
、
共
通
投
票
所
、
投
票
目
的

の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
無
料

化
な
ど
を
行
う
。
こ
れ
ら
の
制

度
の
、
利
用
方
法
な
ど
を
広
報

等
各
種
媒
体
で
住
民
の
皆
様
に

お
知
ら
せ
し
た
い
。
今
後
新
た

な
投
票
機
会
の
確
保
策
の
導
入

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で

投
票
の
権
利
の
確
保
は
さ
れ
て

い
る
と
考
え
る
。

問�　

能
登
半
島
地
震
で
い
ま
だ
に

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
水
道
が
使
え

な
い
で
大
変
な
思
い
を
し
て
い

る
人
が
い
る
。
本
町
の
水
道
の

耐
震
化
率
は
。　

環�
境
上
下
水
道
課
長　

町
内
の
水

道
管
の
約
４
割
が
耐
震
適
合
性

の
管
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る

が
、
浄
水
場
及
び
配
水
池
等
の

施
設
の
大
半
は
老
朽
化
し
て
い

る
た
め
、
維
持
・
更
新
に
費
用

を
費
や
し
て
い
る
こ
と
か
ら
耐

震
診
断
が
進
ん
で
い
な
い
。

問�　

水
道
の
耐
震
化
計
画
策
定
は

来
年
度
か
ら
の
公
営
企
業
会
計

移
行
を
機
に
、
施
設
の
補
修
更

新
等
、
計
画
的
な
維
持
管
理
を

含
め
耐
震
化
計
画
の
検
討
も
必

要
に
な
る
。

　

�　

将
来
の
更
新
計
画
や
財
政
収

支
を
明
ら
か
に
す
る
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
予
定
と

な
っ
て
い
る
が
。

環�

境
上
下
水
道
課
長　

公
営
企
業

会
計
移
行
を
機
に
、
中
長
期
的

財
政
収
支
に
基
づ
く
計
画
的
な

施
設
の
整
備
・
更
新
を
進
め
る

た
め
に
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
よ
る
資
産
管
理
や
水
道
施

設
の
更
新
計
画
等
の
策
定
の
検

討
も
必
要
と
な
る
。

問�　

震
災
時
の
応
急
復
旧
や
応
急

給
水
の
計
画
や
復
旧
の
迅
速
化

計
画
は
。

環�

境
上
下
水
道
課
長　

身
延
町
地

域
防
災
計
画
が
具
体
的
行
動
指

針
と
な
る
。

交�

通
防
災
課
長　

災
害
時
に
備

え
、
５
日
分
の
保
存
水
と
手
動

の
浄
水
器
を
備
蓄
し
、
河
川
や

池
、
雨
水
、
貯
水
槽
な
ど
の
水

が
１
時
間
で
３
５
０
リ
ッ
ト
ル

浄
化
で
き
る
大
規
模
型
の
浄
水

器
を
本
庁
、
下
部
・
身
延
両
支

所
、
中
富
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
て
い
る
。

　

問�　

自
治
体
か
ら
自
衛
隊
へ
の
募

集
対
象
者
の
個
人
情
報
の
提
出

が
義
務
で
な
い
こ
と
は
、
法
規

定
や
過
去
の
政
府
答
弁
や
文
書

で
も
あ
き
ら
か
。
福
岡
県
筑
後

市
で
は
本
来
、
地
方
公
共
団
体

は
個
人
情
報
を
慎
重
に
取
り
扱

い
、
個
人
の
権
利
・
利
益
を
保

護
す
べ
き
立
場
で
あ
る
の
で
、

今
後
も
こ
の
よ
う
な
形
で
個
人

情
報
を
自
衛
隊
へ
提
供
す
る
こ

と
は
妥
当
と
は
言
え
な
い
と
名

簿
の
提
出
を
取
り
や
め
た
。
本

町
で
も
自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報

提
出
は
や
め
る
べ
き
だ
。
自
衛

官
募
集
事
務
に
係
わ
る
対
象
者

情
報
提
供
の
状
況
は
。

交�

通
防
災
課
長　

18
歳
と
22
歳
の

対
象
者
情
報
（
氏
名
、
生
年
月

日
、
性
別
、
住
所
）
を
紙
ベ
ー

ス
で
提
供
し
て
い
る
。

問�　

個
人
情
報
の
提
供
を
希
望
し

な
い
人
に
つ
い
て
、
提
供
を
拒

否
で
き
る
除
外
申
請
は
で
き
る

か
。

交�

通
防
災
課
長　

現
在
身
延
町
で

は
受
付
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

除
外
申
請
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。

答

問 投票の権利を奪う事につながるので、もっと慎重な対応が必要だが

新たな投票機会の確保策導入で投票の権利の確保は
されていると考える
（選挙管理委員会書記長・総務課長）

　投票所の再編計画について

渡
わたなべ

辺　文
ふ み こ

子 議員

再
編
計
画
は
町
全
体
の
問
題

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提
出
は

水
道
の
耐
震
化
に
つ
い
て
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問�　

山
梨
県
の
中
で
も
高
齢
化
率
、

少
子
化
率
が
一
番
と
な
っ
て
い

る
が
、
対
策
の
効
果
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

子�

育
て
支
援
課
長　

少
子
化
は
全

国
的
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

国
も
政
策
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
。
町
も
他
の
施
策
と
の
調

整
を
図
り
、
引
き
続
き
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問�　

産
科
、
小
児
科
の
環
境
が
な

い
。
安
心
し
て
こ
ど
も
を
産
み

そ
だ
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
現
在
の
出
産
の
状

況
は
ど
う
か
。

子�

育
て
支
援
課
長　

母
子
手
帳
交

付
時
か
ら
全
て
の
妊
婦
、
子
育

て
世
代
が
安
心
し
て
出
産
・
子

育
て
が
で
き
る
こ
と
を
念
頭
に

置
い
た
支
援
を
し
て
い
る
。
本

人
と
の
面
談
を
実
施
し
、
居
住

状
況
や
家
族
等
周
囲
の
支
援
の

確
認
、
定
期
受
診
病
院
や
出
産

予
定
病
院
の
確
認
を
必
ず
行
っ

て
い
る
。

問�　

次
代
を
担
う
人
材
を
い
か
に

育
て
る
か
を
考
え
た
施
策
の
実

施
状
況
と
、
そ
の
成
果
は
ど
う

か
。

企�

画
政
策
課
長　
「
身
延
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
基
本
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
、

「
若
者
が
希
望
を
持
ち
、
町
づ

く
り
に
参
画
す
る
機
会
を
つ
く

る
な
ど
、
町
の
将
来
を
担
う
人

財
育
成
を
図
り
、
ま
た
町
外
か

ら
地
域
づ
く
り
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
人
財
の
確
保
」
に
向

け
て
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

る
。
ま
ち
づ
く
り
に
関
連
し
た

意
見
交
換
を
通
じ
、
人
財
育
成

を
図
る
「
小
中
学
生
と
の
集
い

町
長
を
囲
ん
で
語
り
合
お
う
」

と
「
町
長
と
語
る
高
校
生
の
集

い
」
事
業
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
採
用
、「
人
財
の
確
保
と

人
財
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実

施
」
事
業
等
を
推
進
し
て
い
る
。

問�　

山
梨
県
内
で
の
高
齢
化
率

49
・
１
％
で
１
位
、
人
口
減
少

率
15
・
９
％
で
１
位
、
働
き
手

の
減
少
、
特
殊
出
生
率
１
・
33

な
ど
若
者
が
将
来
に
希
望
が
持

て
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

町
民
に
も
そ
の
意
識
を
持
っ
て

も
ら
い
、
対
策
に
理
解
と
協
力

を
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
が

対
応
は
。

企�

画
政
策
課
長　

ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
に
お
い
て
、「
国

民
は
、
創
生
法
に
関
す
る
施
策

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
国
ま
た
は
地

方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
創
生

に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。「
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦

略
」
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

町
民
の
皆
様
へ
施
策
を
示
し
、

理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
努
め
て
い
く
。

問�　

耐
震
診
断
・
耐
震
補
強
工
事

に
補
助
金
制
度
が
運
用
さ
れ
て

い
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

建�

設
課
長　

本
町
の
住
宅
総
数
は

８
８
７
２
戸
、
昭
和
55
年
以
前

の
住
宅
戸
数
は
６
０
４
１
戸
、

耐
震
診
断
戸
数
は
令
和
４
年
度

末
で
４
７
１
戸
で
あ
る
。

問�　

東
海
沖
地
震
で
は
身
延
は
震

度
７
、
全
倒
壊
の
家
屋
が
多
数

発
生
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

身
延
町
耐
震
改
修
計
画
で
は
令

和
７
年
度
末
耐
震
補
強
済
70
％

を
目
標
と
な
っ
て
い
る
が
、
目

標
は
達
成
で
き
る
の
か
。

建�

設
課
長　

耐
震
改
修
促
進
計
画

は
令
和
７
年
度
ま
で
の
計
画
で
、

目
標
達
成
は
非
常
に
困
難
で
あ

る
。
自
宅
の
診
断
結
果
数
値
を

知
る
の
が
怖
い
、
工
事
費
用
の

負
担
が
必
要
な
ど
の
理
由
か
ら
、

実
施
に
至
ら
な
い
。
補
助
金
の

拡
充
や
要
望
状
況
に
応
じ
た
対

応
に
努
め
る
。

問�　

耐
震
補
強
が
で
き
な
い
家
庭

に
は
、
周
知
を
徹
底
し
て
地
震

に
備
え
る
よ
う
に
意
識
を
変
え

る
対
策
は
。

交�

通
防
災
課
長　

各
家
庭
で
で
き

る
家
具
の
固
定
や
地
震
発
生
時

の
行
動
等
の
情
報
に
つ
い
て
、

広
報
み
の
ぶ
に
掲
載
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
周
知
し
て
い
る
。

防
災
専
門
官
が
地
区
ご
と
に
巡

回
説
明
す
る
事
も
で
き
る
の
で

活
用
し
て
ほ
し
い
。

問　

災
害
発
生
時
の
対
応
は
。　

交�

通
防
災
課
長　

消
防
団
が
各
地

域
を
巡
回
し
、
被
害
状
況
や
避

難
者
の
状
況
に
つ
い
て
衛
星
携

帯
電
話
や
ラ
イ
ン
を
使
用
し
て

町
に
報
告
す
る
。
毎
年
９
月
の

防
災
訓
練
時
に
実
施
し
て
い
る
。

答

問 命を守る防災対策促進は

広報みのぶ、町のホームページで周知を進めている
（交通防災課長）

　地震の防災対策について

田
た な か

中　一
かずやす

泰 議員

少
子
化
の
対
策
は

人
口
は
減
少
対
策
と
考
え
方
は

耐
震
補
強
・
防
災
・
減
災
対
策
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問��　

若
者
が
家
を
持
ち
た
い
・
家

を
建
て
た
い
と
思
っ
て
い
る
数

は
、
非
常
に
多
い
。
希
望
者
が

ど
の
場
所
を
選
ぶ
か
、
費
用
は
、

補
助
は
あ
る
か
、
将
来
の
生
活

設
計
を
し
な
が
ら
必
死
に
探
し

て
い
る
。

　
��　

町
内
分
譲
地
の
販
売
済
・
交

渉
中
な
ど
件
数
と
進
捗
状
況
は
。

企��
画
政
策
課
長　

平
成
26
年
度
に

販
売
を
開
始
し
て
以
来
、
毎
年

数
区
画
が
購
入
さ
れ
、
令
和
６

年
２
月
末
時
点
で
、
23
区
画
の

売
却
を
完
了
し
、
残
す
と
こ
ろ

丸
滝
宮
の
前
分
譲
地
が
１
区
画
、

常
葉
日
向
分
譲
地
が
３
区
画
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
交
渉
中
の

区
画
は
な
い
。

問��　

完
売
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、

新
た
な
分
譲
地
を
早
急
に
検
討

す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
施
策

は
、
将
来
の
町
づ
く
り
に
貢
献

し
て
く
れ
る
将
来
へ
の
投
資
で

あ
る
。
新
た
な
分
譲
地
の
検
討

は
。

企��

画
政
策
課
長　

宅
地
分
譲
は
実

績
が
上
が
っ
て
お
り
、
定
住
促

進
の
効
果
を
感
じ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
新
た
な
宅
地
分
譲

を
検
討
し
て
お
り
、
数
カ
所
の

候
補
地
を
選
定
し
て
い
る
。
新

た
な
宅
地
分
譲
事
業
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
立
地
条
件
や
事

業
経
費
の
検
討
、
ま
た
地
権
者

の
協
力
も
必
要
と
な
る
が
、
実

現
に
向
け
て
鋭
意
進
め
て
い
く
。

問��　

身
延
町
に
住
ん
で
も
ら
う
た

め
に
は
利
点
も
必
要
で
あ
る
。

若
者
世
代
に
対
す
る
、
住
宅
宅

地
取
得
し
易
い
環
境
づ
く
り
が

必
要
だ
と
考
え
る
。

　

��

・
分
譲
地
取
得
や
新
居
に
対
す

る
補
助
金
の
増
額

　

��

・
取
得
費
の
支
払
い
な
ど
の
何

年
か
据
え
置
き
や
減
額

　

・
借
入
金
の
利
息
補
助
等

　

��

方
法
は
色
々
あ
る
と
思
う
が
検

討
が
必
要
と
考
え
る
が
。

企��

画
政
策
課
長　

分
譲
地
の
売
却

を
推
進
す
る
た
め
、
移
住
・
定

住
祝
金
要
綱
に
よ
り
新
築
住
宅

祝
金
や
移
住
世
帯
で
18
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
は
人

数
に
応
じ
て
加
算
金
の
支
給
も

行
っ
て
い
る
。

　

��　

宅
地
分
譲
事
業
を
継
続
す
る

考
え
で
い
る
が
、
ど
の
程
度
の

助
成
が
妥
当
な
の
か
慎
重
に
決

定
し
て
い
き
た
い
。

　

��　

他
市
町
村
の
宅
地
分
譲
事
業

の
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
と
思
う
。

問��　

戸
建
て
町
営
住
宅
の
建
設
・

若
い
夫
婦
向
け
集
合
住
宅
の
建

設
は
、
移
住
・
定
住
促
進
に
向

け
て
最
も
有
効
な
施
策
だ
と
判

断
し
て
い
る
。
町
内
に
は
ア

パ
ー
ト
が
少
な
く
、
賃
料
も
高

い
た
め
、
町
外
か
ら
の
通
勤
も

多
い
。
施
策
に
も
登
録
さ
れ
て

い
る
が
現
状
の
推
進
状
況
は
。

建��

設
課
長　

総
合
戦
略
に
お
い
て
、

町
営
住
宅
の
整
備
に
よ
る
移
住

定
住
の
促
進
施
策
と
し
て
、
町

営
住
宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

戸
建
て
町
営
住
宅
の
建
設
、
町

営
住
宅
の
建
設
を
掲
げ
て
い
る
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

募
集
し
て
い
る
が
入
居
率
が
低

く
県
営
住
宅
も
空
き
部
屋
が
多

い
。
今
後
も
、
入
居
の
状
況
を

注
視
し
住
宅
施
策
を
検
討
し
て

い
く
。

問��　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る
住
宅
整

備
や
新
規
に
用
地
取
得
し
て
の

事
業
化
は
財
政
的
に
困
難
と
判

断
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
確
実

に
住
み
た
い
人
が
い
る
の
は
間

違
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
移

住
者
に
対
す
る
支
援
策
・
補
助

な
ど
の
検
討
が
必
要
だ
が
、
将

来
へ
の
投
資
で
あ
る
。
丸
滝
分

譲
地
脇
の
保
健
所
跡
地
な
ど
広

い
土
地
が
空
い
て
い
る
。
建
設

計
画
を
早
め
て
動
き
を
取
っ
て

頂
き
た
い
が
。

建��

設
課
長　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
に
つ

い
て
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
の
集
合
住
宅
で
の
建
替
え
事

業
は
複
数
の
民
間
事
業
者
か
ら

厳
し
い
と
の
回
答
で
、
子
育
て

世
帯
向
け
の
木
造
戸
建
て
住
宅

で
の
提
案
で
は
前
向
き
な
回
答

と
の
事
で
あ
っ
た
。
再
度
整
備

が
出
来
な
い
か
を
検
討
し
て
い

る
。
今
後
も
、
町
営
住
宅
の
新

設
、
ま
た
既
存
の
町
営
住
宅
の

改
修
等
に
つ
い
て
検
討
を
し
て

い
く
。

答

問 宅地分譲の推進は、将来への投資であり人口減少対策に最も有
効な施策と考えるが

移住・定住の効果を感じている、実現に向けて鋭意
進めていきたい（企画政策課長）

　人口減少対策「宅地分譲」について

佐
さ の

野　　昇
のぼる

 議員

宅
地
分
譲
の
進
捗
は

町
営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て

丸滝宮の前団地宅地分譲地
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本
年
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
と
共
に
、
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
震
災
に
対
し
町
で

は
、
県
防
災
危
機
管
理
課
に
被
災

地
へ
支
援
物
資
を
提
供
す
る
意
思

を
伝
え
、
併
せ
て
石
川
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
支
援
物
資
の
提
供
の

エ
ン
ト
リ
ー
を
行
い
、
ま
た
関
東

地
方
知
事
会
か
ら
山
梨
県
に
応
急

対
策
職
員
派
遣
要
請
が
あ
り
、
山

梨
県
か
ら
市
町
村
へ
の
派
遣
依
頼

に
よ
り
、
本
町
か
ら
は
２
月
４
日

か
ら
２
月
10
日
ま
で
の
間
１
名
の

職
員
を
珠
洲
市
に
派
遣
し
、
支
援

物
資
の
管
理
の
支
援
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
３
月
23
日
か
ら

３
月
29
日
の
間
、
２
名
の
職
員
を

派
遣
す
る
予
定
で
す
。
甚
大
な
被

害
に
よ
り
今
だ
断
水
が
解
消
さ

れ
て
い
な
い
地
域
や
、
避
難
所
で

の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

方
々
も
多
く
、
昼
夜
を
問
わ
ず
関

係
機
関
に
よ
る
復
旧
に
向
け
た
対

応
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早

く
、
震
災
前
の
生
活
に
戻
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
町
税
収
入
は
、

定
額
減
税
の
実
施
に
よ
る
個
人
住

民
税
の
減
収
並
び
に
固
定
資
産
税

の
減
収
に
伴
い
、
大
幅
な
減
少
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
定
額
減
税
に
よ

る
減
収
分
４
０
６
８
万
７
０
０
０

円
は
、
定
額
減
税
減
収
補
填
特
別

交
付
金
に
よ
り
全
額
補
填
さ
れ
ま

す
が
、
従
前
か
ら
危
惧
し
て
お
り

ま
す
人
口
減
少
に
伴
い
納
税
義
務

者
の
減
少
に
よ
る
個
人
住
民
税
の

減
少
並
び
に
償
却
資
産
は
、
減
価

償
却
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
収

な
ど
の
要
因
を
み
ま
す
と
、
町
税

収
入
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

も
の
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
さ
ら

に
、
基
幹
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
は
、
景
気
回
復
を
見
込
ん
だ

国
の
当
初
予
算
案
を
基
に
、
県
の

試
算
が
行
わ
れ
、
交
付
税
総
額
が

本
年
度
並
み
に
な
る
見
込
み
で
あ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

歳
出
予
算
に
お
い
て
は
、
令
和
６

年
度
は
、
将
来
を
見
据
え
た
健
全

な
財
政
を
維
持
し
つ
つ
、
第
２
次

総
合
計
画
の
主
要
な
事
務
事
業
に

取
り
組
み
、
特
に
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
に
掲
げ

る
目
標
を
、
着
実
に
達
成
で
き
る

よ
う
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
は

総
額
97
億
６
５
０
０
万
円
で
、
対

前
年
比
で
６
・
２
％
の
減
と
し
ま

し
た
。

主
要
事
業

①��

身
延
中
学
校
旧
校
舎
・
身
延
小

学
校
体
育
館
・
旧
身
延
給
食
セ

ン
タ
ー
の
解
体
事
業
費

　

３
億
８
０
０
万
円

②��

道
の
駅
化
に
伴
う
西
嶋
和
紙
の

里
駐
車
場
改
修
事
業
費

　

１
億
３
６
３
３
万
円

③��

町
営
住
宅
西
嶋
第
二
団
地
駐
車

場
整
備
及
び
屋
上
防
水
改
修
事

業
費　

　

４
１
８
０
万
円

④��

木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て

啓
発
を
強
化
し
、
耐
震
診
断
を

強
く
促
す
と
共
に
、
自
己
負
担

な
し
で
耐
震
改
修
が
行
え
る
よ

う
、
上
限
額
を
引
き
上
げ
る
な

ど
補
助
制
度
を
拡
充
し
た
予
算

計
上
を
し
た
。

⑤��

子
育
て
支
援
、
移
住
・
定
住
の
促

進
、
産
業
振
興
に
よ
る
６
次
産

業
化
、
観
光
資
源
の
魅
力
ア
ッ

プ
、
西
嶋
和
紙
・
和
紙
の
里
の

活
用
推
進
事
業
な
ど
実
施
の
経

費
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
事
業
費
」

　

７
億
２
９
７
万
９
０
０
０
円

●
予
算
執
行
に
当
た
り

　

町
内
の
現
状
を
み
る
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
昨

年
の
５
月
に
第
５
類
に
移
行
さ
れ

ま
し
た
が
、
町
民
生
活
や
地
域
経

済
活
動
の
低
迷
が
ま
だ
ま
だ
続
く

と
思
わ
れ
る
。
令
和
６
年
度
予
算

は
、
町
民
目
線
に
立
ち
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
予
算
執
行
に
当

た
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

{

他
に
話
さ
れ
た
こ
と}

・�

身
延
中
学
校
新
校
舎
整
備
事
業

に
つ
い
て

・�

味
噌
加
工
施
設
他
、
指
定
管
理

者
制
度
導
入
に
つ
い
て

・�

令
和
６
年
「
身
延
町
二
十
歳
の

集
い
」
に
つ
い
て

町長施政方針
望
もちづき

月　幹
み き や

也  町長

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算　

総
額
97
億
６
５
０
０
万
円

職
員
一
丸
と
な
っ
て
予
算
執
行
に
当
た
る

◇
は
じ
め
に

●
令
和
６
年
度
予
算
編
成

　

方
針
に
つ
い
て
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身
延
町
教
育
委
員
会
は
、
教
育

基
本
法
の
精
神
を
基
盤
と
し
た
教

育
目
標
の
実
現
を
目
指
し
、「
身

延
町
教
育
大
綱
」
お
よ
び
「
身
延

町
教
育
振
興
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

明
日
の
「
ふ
る
さ
と
・
み
の
ぶ
」

を
担
う
人
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

し
、「
身
延
町
総
合
計
画
」
並
び

に
「
身
延
町
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
総
合
戦
略
」
を
基
軸
と

し
て
、
明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
育
成
す
る
た
め
、
新
し
い
時
代

の
学
び
に
求
め
ら
れ
る
課
題
に
対

応
し
な
が
ら
、
教
育
行
政
の
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
個
性
を
尊
重
し
た

教
育
を
推
進
し
、
新
し
い
時
代
に

必
要
と
な
る
資
質
や
能
力
を
育
成

し
、
確
か
な
学
力
の
向
上
と
と
も

に
、
豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体
を

育
み
「
生
き
る
力
」
を
身
に
着
け

た
児
童
・
生
徒
を
育
て
る
教
育
を
、

各
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

☆
身
延
中
学
校
が
令
和
６
年
４
月

か
ら
下
山
地
区
に
移
転
し
、
い
よ

い
よ
新
築
校
舎
で
の
学
び
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
生
徒
が
安
心
安

全
な
学
校
生
活
を
送
り
、
末
永
く

地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
学
校
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
こ
こ
数
年
は
各

事
業
の
実
施
を
中
止
ま
た
は
書
面

会
議
な
ど
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

感
染
症
法
上
５
類
に
移
行
し
た
こ

と
か
ら
徐
々
に
事
業
の
実
施
回
数

を
増
や
し
て
お
り
ま
す
。
生
涯
学

習
活
動
全
般
に
わ
た
り
、
停
滞
し

て
い
た
活
動
が
再
び
動
き
始
め
て

お
り
、
本
格
的
な
生
涯
学
習
活
動

に
向
け
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
令
和
６
年
度
に
は
、

事
業
の
更
な
る
充
実
、
休
止
し
て

い
た
姉
妹
都
市
と
の
子
供
の
交
流

な
ど
生
涯
学
習
活
動
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

☆
昨
年
４
月
28
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
増
進
施
設
」

通
称
ヘ
ル
シ
ー
ス
パ
サ
ン
ロ
ー
ド

し
も
べ
の
湯
は
、
町
内
外
か
ら
多

く
の
方
に
利
用
し
て
頂
き
、
大
変

好
評
を
頂
い
て
お
り
入
館
者
数
、

売
上
高
と
も
に
ほ
ぼ
計
画
通
り
推

進
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
よ
り
多

く
の
方
に
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う
、

す
べ
て
に
充
実
を
図
り
町
民
利
用

の
促
進
と
と
も
に
、
町
に
来
る
観

光
客
の
方
に
も
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　

児
童
生
徒
が
安
心
・
安
全
で
継

続
的
に
学
校
施
設
を
利
用
で
き
る

よ
う
、
平
成
30
年
度
に
策
定
さ
れ

た
身
延
町
立
学
校
施
設
整
備
計
画

に
基
づ
き
、
身
延
中
学
校
新
校
舎

等
整
備
基
本
計
画
策
定
委
員
会
を

組
織
し
、
協
議
内
容
を
取
り
纏
め

た
提
言
書
に
よ
り
、
基
本
計
画
の

策
定
を
進
め
基
本
設
計
、
実
施
設

計
の
業
務
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
・
５
年
度
の
２
ヶ

年
で
身
延
中
学
校
建
設
工
事
及
び

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
を
進
め
、

給
食
セ
ン
タ
ー
は
令
和
５
年
４
月

に
完
成
し
、
８
月
の
夏
休
み
明
け

か
ら
本
格
稼
働
し
て
い
ま
す
。
新

校
舎
は
令
和
６
年
２
月
に
完
成
し
、

４
月
の
開
校
に
向
け
、
購
入
備
品

の
搬
入
や
現
校
舎
か
ら
の
引
っ
越

し
作
業
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
は
旧
中
学

校
校
舎
、
プ
ー
ル
、
部
室
、
身
延

小
学
校
体
育
館
、
身
延
給
食
セ
ン

タ
ー
の
解
体
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

☆
小
学
校
の
校
舎
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
大
規
模
改
修
な
ど
に
よ
り

長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
く
予
定
で

す
が
、
良
好
な
教
育
環
境
を
維
持

す
る
た
め
、
最
小
経
費
で
最
大
効

果
が
得
ら
れ
る
よ
う
手
法
・
工
法

等
を
検
討
し
な
が
ら
環
境
に
配
慮

し
た
施
設
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

教育長教育方針
保
ほ さ か

坂　新
しんいち

一  教育長

明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
た
め
、

新
し
い
時
代
の
学
び
に
求
め
ら
れ
る
課
題
に
対
応
す
る

◇
は
じ
め
に

●
学
校
教
育
課
関
係

●
生
涯
学
習
課
関
係

●
施
設
整
備
課
関
係
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組合議会報告
一部事務組合とは、複数の地方公共団体（市町村、特別区な
ど）が行政サービスの一部を共同で行うことを目的とて設置す
る行政機関で、地方自治法284条２項により設けられる特別地
方公共団体の一つ。

〇峡南衛生組合議会 （身延町・早川町・市川三郷町・南部町で構成）

〇身延町早川町国民健康保険病院一部事務組合議会 （身延町・早川町で構成運営する組合立の病院）

〇峡南広域行政組合議会 （身延町・早川町・市川三郷町・南部町・富士川町で構成）

〇後期高齢者医療広域連合議会 （山梨県内すべての市町村で構成）

〇山梨西部広域環境組合議会 （峡北・峡南の 11市町で構成）

報告者：伊藤達美

・第１回定例会　令和6年2月16日（金）※いずれも承認・可決　

議案第１号　令和５年度峡南衛生組合一般会計補正予算（第４号）について　他１議案１同意

（概要）ごみ、し尿、火葬を共同処理することを目的として設立

　　　　管理者は市川三郷町長

報告者：田中一泰

・第１回定例会　令和6年3月25日（月）※いずれも承認・可決　　　　　　

議案第２号　職員の給与に関する条例の一部改正について　他４議案

（概要）へき地医療拠点病院としての機能をもつ身延町・早川町の組合病院

　　　　管理者は早川町長

報告者：広島法明

・第１回定例会　令和6年3月26日（火）※いずれも承認・可決

議案第１号　峡南広域行政組合手数料事例中改正の件　他７議案

（概要）構成する5町の事業の中で広域的に処理する４つの事業を実施

　　　　情報センター、消防本部、老人ホーム、事務局総務課など

　　　　代表理事は身延町長

報告者：山下利彦

・第１回定例会　令和6年2月22日（木）※いずれも可決

議案第１号　山梨県後期高齢者医療広域連合会計年度任用職員の給与及び

　　　　　　費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について　他５議案

（概要）主に高齢者医療制度の資格管理や保険料の賦課、高額医療費等の支給などを実施

　　　　連合長は北杜市長

報告者：遠藤公久

・第１回定例会　令和6年3月28日（木）※いずれも承認・可決　　　　　　

承認第1号　専決処分の承認を求める件　他1承認、4議案　追加議案　４同意

（概要）山梨県の「ごみ処理広域化計画」に基づき、新ごみ処理施設建設及び

　　　　その運営を目指すために、令和2年2月設立された組合

　　　　管理者は中央市長
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主
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の
動
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【
令
和
６
年
１
〜
３
月
】

★表紙について
〇久しぶりにマスクなしでの集合
写真に感動しました。コロナ禍
の大変な時期を乗り越えて、こ
の日に臨んだ若者達にエールを
送ります。

★議会構成再編
〇それぞれの委員をどの様に選ん
だのか知りたいです。委員会ご
とに会の方針が一言添えてある
といいと思いました。

〇４つの委員会の構成メンバーが
分かりやすい。全力で身延町発
展の為に取り組みをお願いしま
す。

★町民と議員との懇談会
〇町民の生の声を聞いて町政に反
映することができる会議なので、
これからも継続的な開催を希望
します。
〇各地で活発な意見が出て、皆さ
んが町政や町の発展のために深
く考えている事が知れ、また各
地ではそれぞれその地区ならで
はの意見などもあり、興味深く
拝見しました。

★第４回定例会議案説明
〇ページの構成が分かりやすくな
るように配慮されていると感じ
られました。「すべて原案可
決」の見出しはインパクトがあ
ります。数字だけだと読むのを
飛ばしたくなりますが、写真が
あって、イメージがつかみやす
かったので項目の理解に結び付
きました。背面が白だったので
難しい内容もスッキリ伝わって
きて全体的に高評価できます。
〇ページを開くと、いつもと違う
載せ方で、新しい感じがしまし
た。文字の色分けも工夫してあ
り、見やすいです。

★常任委員会レポート
〇議員の皆様の活躍を知ることの
できるとても大切なページです。
町の運営には色々なお金がかか
るものですね。これからも適正
に運用されているのか注意深く
確認していきたいと思います。

★討論、第3回臨時会
〇「身延町特別職」とは具体的に
はどの役職の方を指すのか、ま
た何人該当するのか分かりにく
かったです。

★議案に対する賛否
〇ＱＲコードが載っているのはす
ごく良いと思います。もう少し
説明が必要では。少し説明があ
るとＱＲコードで見ようという
気になるかなと思いました。

★一般質問７人
〇写真を使いながら説明がされて
いたり、内容も分かりやすく書
かれていて良いと思います。ピ
ンク色の部分が一番伝えたいこ
となのかなと思いながら、下を
読んでもその問いについて詳し
く書かれていない人がいるので、
それだったらピンクの部分も変
えたほうが良いと思いました。
〇大変読みやすく良かった。質問
される議員の方々の身延町に対
する熱い思いが伝わってきます。
再質問も見受けられ活発なやり
とりがあったであろうと想像で
きます。

★町長行政報告
〇町長行政報告は毎回、町長のや
る気が表れていて読むのを楽し
みにしています。文章も長くも
なく、短くもなく丁度良いもの
になっていると思います。
〇今年度は様々な行事が復活し、
賑わいも戻り嬉しく思います。
物価高騰が続く中、「みのぶま
つり」のような行事で身延町を
盛り上げていって欲しいです。

★組合議会報告
〇報告と言っても、構成と概要だ
けで、本当に抜粋報告でした。
今回はQRコードを見て詳しく理
解しました。QRコードがなけれ
ば、見ても特に関心を持たれな
いページだと思いました。

★主な議会の動き
〇毎月の議員の皆様の多忙がこの
議会の動きを見ると良くわかる
と同時に町全体の様子も見てと
れる。

★モニター通信
〇過去の議会だよりのＱＲコード
は、「おじゃまします」のペー
ジにありますが、前号のＱＲコ
ードを「モニター通信」のペー
ジに載せても良いと思います。

★おじゃまします
〇地域の催し、文化が途切れるこ
とが無く、長く続いていくこと
を願いながら拝読しています。
これからも、いろいろなコミュ
ニティーの紹介をよろしくお願
いします。

★町政へのご意見・ご要望
〇議会だよりが回を進めるごとに
良くなってきたと感じました。
全体的に文字やラインの色合い
や写真を明るくしたり、ＱＲコ
ードをつけて詳しく見られるよ
うにしたりと工夫されているこ
とが分かります。ご苦労に感謝
するとともに、これからも期待
します。

議会広報モニター様へのお礼
　議会だより77号をもちまして現
在の議会広報モニターは２年の任
期が終了します。町民の皆様に伝
えやすい広報紙への作成にご協力
をいただき感謝申し上げます。
　これからもモニター様のご意見
を取り入れ、町民の皆様にわかり
やすい広報を制作してまいります。
　２年間のご協力ありがとうござい
ました。　  議会広報編集委員一同

モニター通信
(議会だより№77の意見・感想等)
議会広報モニターの皆様のご意見・ご
感想等を要約したものです。貴重なご
意見等を参考に、町民の皆様の「心に
伝わる」議会だよりを目指します。
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★表紙について
〇久しぶりにマスクなしでの集合
写真に感動しました。コロナ禍
の大変な時期を乗り越えて、こ
の日に臨んだ若者達にエールを
送ります。

★議会構成再編
〇それぞれの委員をどの様に選ん
だのか知りたいです。委員会ご
とに会の方針が一言添えてある
といいと思いました。

〇４つの委員会の構成メンバーが
分かりやすい。全力で身延町発
展の為に取り組みをお願いしま
す。

★町民と議員との懇談会
〇町民の生の声を聞いて町政に反
映することができる会議なので、
これからも継続的な開催を希望
します。

〇各地で活発な意見が出て、皆さ
んが町政や町の発展のために深
く考えている事が知れ、また各
地ではそれぞれその地区ならで
はの意見などもあり、興味深く
拝見しました。

★第４回定例会議案説明
〇ページの構成が分かりやすくな
るように配慮されていると感じ
られました。「すべて原案可
決」の見出しはインパクトがあ
ります。数字だけだと読むのを
飛ばしたくなりますが、写真が
あって、イメージがつかみやす
かったので項目の理解に結び付
きました。背面が白だったので
難しい内容もスッキリ伝わって
きて全体的に高評価できます。

〇ページを開くと、いつもと違う
載せ方で、新しい感じがしまし
た。文字の色分けも工夫してあ
り、見やすいです。

★常任委員会レポート
〇議員の皆様の活躍を知ることの
できるとても大切なページです。
町の運営には色々なお金がかか
るものですね。これからも適正
に運用されているのか注意深く
確認していきたいと思います。

★討論、第3回臨時会
〇「身延町特別職」とは具体的に
はどの役職の方を指すのか、ま
た何人該当するのか分かりにく
かったです。

★議案に対する賛否
〇ＱＲコードが載っているのはす
ごく良いと思います。もう少し
説明が必要では。少し説明があ
るとＱＲコードで見ようという
気になるかなと思いました。

★一般質問７人
〇写真を使いながら説明がされて
いたり、内容も分かりやすく書
かれていて良いと思います。ピ
ンク色の部分が一番伝えたいこ
となのかなと思いながら、下を
読んでもその問いについて詳し
く書かれていない人がいるので、
それだったらピンクの部分も変
えたほうが良いと思いました。
〇大変読みやすく良かった。質問
される議員の方々の身延町に対
する熱い思いが伝わってきます。
再質問も見受けられ活発なやり
とりがあったであろうと想像で
きます。

★町長行政報告
〇町長行政報告は毎回、町長のや
る気が表れていて読むのを楽し
みにしています。文章も長くも
なく、短くもなく丁度良いもの
になっていると思います。
〇今年度は様々な行事が復活し、
賑わいも戻り嬉しく思います。
物価高騰が続く中、「みのぶま
つり」のような行事で身延町を
盛り上げていって欲しいです。

★組合議会報告
〇報告と言っても、構成と概要だ
けで、本当に抜粋報告でした。
今回はQRコードを見て詳しく理
解しました。QRコードがなけれ
ば、見ても特に関心を持たれな
いページだと思いました。

★主な議会の動き
〇毎月の議員の皆様の多忙がこの
議会の動きを見ると良くわかる
と同時に町全体の様子も見てと
れる。

★モニター通信
〇過去の議会だよりのＱＲコード
は、「おじゃまします」のペー
ジにありますが、前号のＱＲコ
ードを「モニター通信」のペー
ジに載せても良いと思います。

★おじゃまします
〇地域の催し、文化が途切れるこ
とが無く、長く続いていくこと
を願いながら拝読しています。
これからも、いろいろなコミュ
ニティーの紹介をよろしくお願
いします。

★町政へのご意見・ご要望
〇議会だよりが回を進めるごとに
良くなってきたと感じました。
全体的に文字やラインの色合い
や写真を明るくしたり、ＱＲコ
ードをつけて詳しく見られるよ
うにしたりと工夫されているこ
とが分かります。ご苦労に感謝
するとともに、これからも期待
します。

議会広報モニター様へのお礼
　議会だより77号をもちまして現
在の議会広報モニターは２年の任
期が終了します。町民の皆様に伝
えやすい広報紙への作成にご協力
をいただき感謝申し上げます。
　これからもモニター様のご意見
を取り入れ、町民の皆様にわかり
やすい広報を制作してまいります。
　２年間のご協力ありがとうござい
ました。　  議会広報編集委員一同

モニター通信
(議会だより№77の意見・感想等)
議会広報モニターの皆様のご意見・ご
感想等を要約したものです。貴重なご
意見等を参考に、町民の皆様の「心に
伝わる」議会だよりを目指します。
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　八日市場同志会は地区の青壮年によって組織されています。会
の歴史をたどると、明治 43 年頃に活動していたことが、いしぶ
み（公会堂閉堂記念誌）にみることができます。地域の多くの先
輩の皆さんが、郷土愛と熱意によって大聖寺の理解を得て寺有地
を提供していただき、活動拠点としての公会堂を建設した苦労話
など、祖父の代から続いてきた活動の様子を知ることができました。
　近年、会員の減少と高齢化による役員のなり手不足などから、
会の運営に支障が生じたため、再入会してもらい活動しています。
年間の事業では小正月の獅子舞・納涼会・秋季八幡神社祭典のこ
ども神輿のほか、区への協力として有害鳥獣防止柵の維持管理へ
も積極的に取り組んでいます。
　最近では、地域の空き家を求めて定住した方が新たに会の仲間
に加わり、活動へ参加していただいております。みんなが八日市
場に愛着をもち、「同志友愛」の心を大切に楽しみながら活動を
続けてまいります。 　　　　　　　　　　　八日市場同志会会長

八日市場同志会八日市場同志会

獅子舞

全員集合

ちょいと休憩


